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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　メタルウッドタイプクラブ用ゴルフクラブヘッドであって、
　該ゴルフクラブヘッドが、打球面、クラウン、トウ、ヒール、ソール、背面、ならびに
該打球面、該ヒール、該クラウンおよび該ソールの交点に位置するホーゼル領域を有する
ボディ部材を含み、
　該クラウンが、下から見た場合に比較的四角い後側縁部の輪郭を有するソールと比較す
ると、上から見た場合に比較的丸い後側縁部の輪郭を有し、
　該ソールが、下から見た場合に該クラブヘッドの前方部分から後方部分へ概して直線状
に延びるヒール側ソール縁をさらに有する、ゴルフクラブヘッド。
【請求項２】
　ソールの後側縁部が、上から見た場合に背面の少なくとも一部分に沿ってクラウンの後
側縁部を超えて後方に延びる、請求項1記載のゴルフクラブヘッド。
【請求項３】
　400cc以上の体積および0.90以上のクラブ幅対フェース長さ比を有する、請求項1記載の
ゴルフクラブヘッド。
【請求項４】
　ヒールが、該ヒールの前方部分において翼形表面を有する、請求項1記載のゴルフクラ
ブヘッド。
【請求項５】
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　クラウンの比較的丸い後側縁部とソールの比較的四角い後側縁部との間に実質的にU字
形の凹形の溝が設けられる、請求項1記載のゴルフクラブヘッド。
【請求項６】
　衝突の瞬間の弾道方向から約15度～約75度の角度でソールのヒール～トウ幅の少なくと
も大部分を横切って延びるディフューザをさらに含む、請求項1記載のゴルフクラブヘッ
ド。
【請求項７】
　ディフューザがクラウンのトウ側縁部に延びる、請求項6記載のゴルフクラブヘッド。
【請求項８】
　シャフト、および
　該シャフトの第一の端部に固定された請求項1記載のゴルフクラブヘッド
を含む、ゴルフクラブ。
【請求項９】
　400cc以上の体積および0.90以上のクラブ幅対フェース長さ比を有する、メタルウッド
タイプクラブ用ゴルフクラブヘッドであって、
　該ゴルフクラブヘッドが、打球面、クラウン、トウ、ヒール、ソール、背面、ならびに
該打球面、該ヒール、該クラウンおよび該ソールの交点に位置するホーゼル領域を有する
ボディ部材を含み、
　該ヒールが、該ヒールの前方部分において翼形表面を有し、
　該クラウンが、上から見たときにクラウンの後側縁部から該ヒールへのヒール側のクラ
ウン移行輪郭とクラウンの後側縁部から該トウへのトウ側のクラウン移行輪郭とを伴って
、該背面へと移行する、後側クラウン縁を有し、
　該ソールが、下から見たときにソールの後側縁部から該ヒールへのヒール側のソール移
行輪郭とソールの後側縁部から該トウへのトウ側のソール移行輪郭とを伴って、該背面へ
と移行する、後側ソール縁を有し、
　上から見たとき、前記ヒール側のクラウン移行輪郭および前記トウ側のクラウン移行輪
郭の一方が、ヒールまたはトウへと角を形成しないようになだらかな曲線状であるほどに
は、下から見たとき、対応する側のソール移行輪郭は、ヒールまたはトウへと角を形成す
るよう、滑らかには曲がっておらず、
　該ソールが、下から見た場合に該クラブヘッドの前方部分から後方部分へ概して直線状
に延びるヒール側ソール縁をさらに有する、ゴルフクラブヘッド。
【請求項１０】
　後側クラウン縁が、上から見た場合に概して丸みを帯びた輪郭の一つを有し、かつ
　後側ソール縁が、下から見た場合に概して四角い輪郭を形成する、
請求項9記載のゴルフクラブヘッド。
【請求項１１】
　上から見た場合に、前記ヒール側のクラウン移行輪郭および前記トウ側のクラウン移行
輪郭の前記一方を超えて後方に、前記対応する側のソール移行輪郭が延びる、請求項9記
載のゴルフクラブヘッド。
【請求項１２】
　さらに、上から見たとき、前記ヒール側のクラウン移行輪郭および前記トウ側のクラウ
ン移行輪郭の他方が、ヒールまたはトウへと角を形成しないようになだらかな曲線状であ
るほどには、下から見たとき、対応する側のソール移行輪郭は、ヒールまたはトウへと角
を形成するよう、滑らかには曲がっていない、
請求項9記載のゴルフクラブヘッド。
【請求項１３】
　前記ヒール側のソール移行輪郭が、上から見た場合に前記ヒール側のクラウン移行輪郭
を超えて後方に延び、かつ
　前記トウ側のソール移行輪郭が、上から見た場合に前記トウ側のクラウン移行輪郭を超
えて後方に延びる、



(3) JP 5827243 B2 2015.12.2

10

20

30

40

50

請求項12記載のゴルフクラブヘッド。
【請求項１４】
　所望の接触点が打球面上に規定され、かつ後方で該所望の接触点と整列する位置におい
て、クラウンから背面への移行領域が、側面から見た場合に急峻な移行部および尖鋭な移
行部の一方である、請求項9記載のゴルフクラブヘッド。
【請求項１５】
　所望の接触点が打球面上に規定され、かつ後方で該所望の接触点と整列する位置におい
て、ソールから背面への移行領域が、側面から見た場合に後方に向けて先細り状になる突
起を形成する、請求項9記載のゴルフクラブヘッド。
【請求項１６】
　ソールから背面への移行領域において、側面から見た場合に該背面の表面が凹形である
、請求項15記載のゴルフクラブヘッド。
【請求項１７】
　所望の接触点が打球面上に規定され、後方で該所望の接触点と整列する位置においてク
ラウンから背面への移行領域が、側面から見た場合に急峻な移行部および尖鋭な移行部の
一方であり、かつソールから該背面への移行領域が側面から見た場合に後方に向けて先細
り状になる突起を形成する、請求項9記載のゴルフクラブヘッド。
【請求項１８】
　背面が実質的にU字形の凹形の溝を含む、請求項17記載のゴルフクラブヘッド。
【請求項１９】
　背面が、実質的にU字形の凹形の溝から後方に延びる先細り状の突起をさらに含む、請
求項18記載のゴルフクラブヘッド。
【請求項２０】
　背面が、該背面の全体を横切って延びる実質的にU字形の凹形の溝を含む、請求項9記載
のゴルフクラブヘッド。
【請求項２１】
　衝突の瞬間の弾道方向から約10度～約80度の角度でホーゼル領域から延びる細長いホー
ゼルフェアリングをさらに含む、請求項9記載のゴルフクラブヘッド。
【請求項２２】
　衝突の瞬間の弾道方向から約15度～約75度の角度でソールのヒール～トウ幅の少なくと
も大部分を横切って延びるディフューザをさらに含む、請求項9記載のゴルフクラブヘッ
ド。
【請求項２３】
　ディフューザがクラウンのトウ側縁部に延びる、請求項22記載のゴルフクラブヘッド。
【請求項２４】
　シャフト、および
　該シャフトの第一の端部に固定された請求項9記載のゴルフクラブヘッド
を含む、ゴルフクラブ。
【請求項２５】
　下から見た場合に、ヒール側ソール縁が後側ソール縁に近づくに従って曲がっている、
請求項1記載のゴルフクラブヘッド。
【請求項２６】
　下から見た場合に、トウ側ソール縁が後側ソール縁に近づくに従って曲がっている、請
求項1記載のゴルフクラブヘッド。
【請求項２７】
　ディフューザが、ホーゼル領域から離れて延びるに従って増大する断面積を有する、請
求項6記載のゴルフクラブヘッド。
【請求項２８】
　ディフューザが、ホーゼル領域から離れて延びるに従って増大する幅を有する、請求項
6記載のゴルフクラブヘッド。
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【請求項２９】
　下から見た場合に、ヒール側ソール縁が後側ソール縁に近づくに従って曲がっている、
請求項9記載のゴルフクラブヘッド。
【請求項３０】
　下から見た場合に、後側ソール縁が中心領域でわずかに凸形である、請求項9記載のゴ
ルフクラブヘッド。
【請求項３１】
　ディフューザが、ホーゼル領域から離れて延びるに従って増大する断面積を有する、請
求項22記載のゴルフクラブヘッド。
【請求項３２】
　ディフューザが、ホーゼル領域から離れて延びるに従って増大する幅を有する、請求項
22記載のゴルフクラブヘッド。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
関連出願
　本出願は、2010年11月12日出願の、「Golf Club Assembly and Golf Club With Aerody
namic Features」と題され、Robert Boydらを発明者として指名する、米国特許出願第12/
945,363号の優先権を主張するものであり、米国特許出願第12/945,363号は、やはり2010
年1月27日出願の仮出願第61/298,742号の優先権の恩典を主張する2010年5月13日出願の米
国特許出願第12/779,669号の部分継続である。これらの以前の出願はそれぞれ参照により
その全体が本明細書に組み入れられる。
【０００２】
分野
　本発明の局面は、概して、ゴルフクラブおよびゴルフクラブヘッド、特に空力学的特徴
を有するゴルフクラブおよびゴルフクラブヘッドに関する。
【背景技術】
【０００３】
背景
　ゴルフクラブによって打たれる際にゴルフボールが移動する距離は、ゴルフボールとの
衝突点でのクラブヘッド速度によって大部分が決定される。一方、クラブヘッド速度は、
特にドライバの大きいクラブヘッドサイズを前提とした場合、スイング全体の間にクラブ
ヘッドが与える風の抵抗または抗力によって影響されうる。特に、ドライバまたはフェア
ウェイウッドのクラブヘッドは、そのスイング軌道中に著しい空気力学的抗力を生成する
。クラブヘッドが生成する抗力は、減少したクラブヘッド速度を導き、したがってゴルフ
ボールを打った後の減少した移動距離を導く。
【０００４】
　空気は、気流方向に略平行で、ゴルフクラブヘッドの表面の上のゴルフクラブヘッドの
弾道とは反対側の方向に流れる。抗力に影響する重要な要因は、気流の境界層の挙動であ
る。「境界層」とは、クラブヘッドの運動中にその表面に非常に近接して存在する薄い空
気層のことである。気流は、表面の上を動く際に、増大する圧力に遭遇する。この圧力増
大は、気流を減速および失速させることから「逆圧力勾配」と呼ばれる。圧力が増大し続
けると、気流は、減速を続けた後速度ゼロとなり、その時点で表面から分離する。気流は
クラブヘッドの表面を抱え込んだ後、気流境界層における失速によって表面から分離する
。表面からの気流の分離は、クラブヘッドの背後（すなわち、クラブヘッドの上を流れる
空気の方向に対して規定される後縁）における低圧分離領域を生じさせる。この低圧分離
領域は抗力を作り出す。分離領域が大きいほど圧力抗力が大きくなる。
【０００５】
　低圧分離領域のサイズを減少させるかまたは最小化する一つの方法は、層流をできるだ
け長く維持することでクラブ表面からの層気流の分離を遅らせるかまたは無くす、流線形



(5) JP 5827243 B2 2015.12.2

10

20

30

40

50

の形態を設けることによる方法である。
【０００６】
　衝突点においてだけではなく衝突点より前のダウンスイング全体の間においてもクラブ
ヘッドの抗力を減少させることで、ゴルフボールの改善されたクラブヘッド速度および増
大した移動距離が生じるであろう。ゴルファーのスイングを分析する際には、クラブヘッ
ドのヒール／ホーゼル領域がダウンスイングの相当な部分の間のスイングを先導すること
、およびゴルフボールとの衝突点（またはその直前）においては打球面のみがスイングを
先導することに留意した。「スイングを先導する」という語句は、スイング弾道の方向に
直面するクラブヘッドの部分を記述するように意図されている。議論において、ゴルフク
ラブおよびゴルフクラブヘッドは、打球面がスイングを先導する際の0°の向き、すなわ
ち衝突点にあると考える。ダウンスイングの間に、ゴルフクラブが、ゴルフボールとの衝
突点の前の90°のダウンスイングの間にそのシャフトの縦軸の周りで約90°以上回転しう
ることに留意した。
【０００７】
　ダウンスイングのこの最終90°部分の間、クラブヘッドは約65マイル毎時（mph）～100
mph超、一部のプロフェッショナルゴルファーの場合は140mphの高速まで加速しうる。さ
らに、クラブヘッドの速度が増大するに従って、クラブヘッドに作用する抗力も通常増大
する。したがって、ダウンスイングのこの最終90°部分の間、クラブヘッドが100mph以上
の速度で移動するに従って、クラブヘッドに作用する抗力はクラブヘッドの任意のさらな
る加速を著しく遅延させる可能性がある。
【０００８】
　衝突点でのヘッドの抗力を減少させるように設計されたかまたはスイングを先導するク
ラブフェースの視点から設計されたクラブヘッドは、スイングサイクルの他のフェーズの
間、例えばクラブヘッドのヒール／ホーゼル領域がダウンスイングを先導している際に、
抗力を減少させるようには十分機能しないことがある。
【０００９】
　先行する公知の装置に固有の困難の一部または全部を減少させるかまたは克服するゴル
フクラブヘッドを提供することが望ましいであろう。本発明の以下の開示、および特定の
態様の詳細な説明を考慮すれば、特定の利点は、当業者、すなわち本技術分野において精
通しているかまたは経験がある者には明らかであろう。
【発明の概要】
【００１０】
概要
　本出願は、改善された空気力学的性能を有するゴルフクラブヘッドを開示する。特定の
局面によれば、ゴルフクラブヘッドは、打球面、クラウン、トウ、ヒール、ソール、背面
、ならびに、打球面、ヒール、クラウンおよびソールの交点に位置するホーゼル領域を有
する、ボディ部材を含みうる。ボディ部材上の抗力減少構造は、バックスイングの終わり
からゴルフボールとの衝突点までの、場合によってはゴルフボールとの衝突の瞬間までお
よびその直前の少なくとも最終90°のダウンスイングの間の、ゴルフダウンスイングの少
なくとも一部分の間に、クラブヘッドの抗力を減少させるように構成されうる。このよう
なゴルフクラブヘッドを含むゴルフクラブも提供する。
【００１１】
　特定の局面にしたがって、ゴルフクラブヘッドは、打球面、クラウン、トウ、ヒール、
ソール、背面、ならびに打球面、ヒール、クラウンおよびソールの交点に位置するホーゼ
ル領域を有する、ボディ部材を含みうる。クラウンは、上から見た場合に比較的丸い後側
縁部の輪郭を有しうる。ソールは、下から見た場合に比較的四角い後側縁部の輪郭を有し
うる。
【００１２】
　ソールの後側縁部は、上から見た場合に背面の少なくとも一部分に沿ってクラウンの後
側縁部を超えて後方に延びうる。さらに、クラウンの比較的丸い後側縁部とソールの比較
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的四角い後側縁部との間にカムバック特徴を設けることができる。
【００１３】
　他の局面にしたがって、ヒールは、ヒールの前方部分において翼形状表面を有しうる。
【００１４】
　いくつかの局面にしたがって、ディフューザは、衝突の瞬間の弾道方向から約15度～約
75度の角度でソールのヒール～トウ幅の少なくとも大部分を横切って延びうる。さらに、
ディフューザはクラウンのトウ側縁部に延びうる。
【００１５】
　他の局面にしたがって、クラウンが、クラウン移行領域内で上から見た場合に第1のク
ラウン移行輪郭を伴ってヒールおよびトウの一方に移行する後側クラウン縁を有しうる、
クラブヘッドを提供することができる。ソールは、クラウン移行輪郭ほど滑らかには曲が
っていない第1のソール移行領域内で上から見た場合に第1のソール移行輪郭を伴ってヒー
ルおよびトウの一方に移行する後側ソール縁を有しうる。
【００１６】
　特定の局面にしたがって、後側クラウン縁は、上から見た場合に概して円状、楕円状ま
たは放物線状の輪郭の一つを有しうる。さらに、後側ソール縁および第1のソール移行領
域は、上から見た場合に概して方形の輪郭を形成しうる。
【００１７】
　さらなる局面にしたがって、クラウンから背面への移行領域は、側面から見た場合に急
峻な移行部および尖鋭な移行部の一方である。他の局面にしたがって、クラブヘッドの背
面に、後方に向けて先細り状になる突起を設けることができる。先細り状の突起は、背面
からソールへの移行により形成されうる。さらに、先細り状の突起はカムバック特徴から
延びうる。
【００１８】
　さらに他の局面にしたがって、細長いホーゼルフェアリングをクラウン上に設けること
ができる。細長いホーゼルフェアリングは、衝突の瞬間の弾道方向から約15度～約75度の
角度でホーゼル領域から延びうる。
【００１９】
　本明細書に開示されるこれらのおよびさらなる特徴および利点は、特定の態様の以下の
詳細な開示からさらに理解されよう。
[本発明1001]
　メタルウッドタイプクラブ用ゴルフクラブヘッドであって、
　該ゴルフクラブヘッドが、打球面、クラウン、トウ、ヒール、ソール、背面、ならびに
該打球面、該ヒール、該クラウンおよび該ソールの交点に位置するホーゼル領域を有する
ボディ部材を含み、
　該クラウンが、上から見た場合に比較的丸い後側縁部の輪郭を有し、
　該ソールが、下から見た場合に比較的四角い後側縁部の輪郭を有する、ゴルフクラブヘ
ッド。
[本発明1002]
　ソールの後側縁部が、上から見た場合に背面の少なくとも一部分に沿ってクラウンの後
側縁部を超えて後方に延びる、本発明1001のゴルフクラブヘッド。
[本発明1003]
　400cc以上の体積および0.90以上のクラブ幅対フェース長さ比を有する、本発明1001の
ゴルフクラブヘッド。
[本発明1004]
　ヒールが、該ヒールの前方部分において翼形状表面を有する、本発明1001のゴルフクラ
ブヘッド。
[本発明1005]
　クラウンの比較的丸い後側縁部とソールの比較的四角い後側縁部との間にカムバック特
徴が設けられる、本発明1001のゴルフクラブヘッド。
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[本発明1006]
　衝突の瞬間の弾道方向から約15度～約75度の角度でソールのヒール～トウ幅の少なくと
も大部分を横切って延びるディフューザをさらに含む、本発明1001のゴルフクラブヘッド
。
[本発明1007]
　ディフューザがクラウンのトウ側縁部に延びる、本発明1006のゴルフクラブヘッド。
[本発明1008]
　シャフト、および
　該シャフトの第一の端部に固定された本発明1001のゴルフクラブヘッド
を含む、ゴルフクラブ。
[本発明1009]
　400cc以上の体積および0.90以上のクラブ幅対フェース長さ比を有する、メタルウッド
タイプクラブ用ゴルフクラブヘッドであって、
　該ゴルフクラブヘッドが、打球面、クラウン、トウ、ヒール、ソール、背面、ならびに
該打球面、該ヒール、該クラウンおよび該ソールの交点に位置するホーゼル領域を有する
ボディ部材を含み、
　該ヒールが、該ヒールの前方部分において翼形状表面を有し、
　該クラウンが、クラウン移行領域内で上から見た場合に第1のクラウン移行輪郭を伴っ
て該ヒールおよび該トウの一方に移行する後側クラウン縁を有し、
　該ソールが、該クラウン移行輪郭よりも平滑な曲がりが少ない第1のソール移行領域内
で下から見た場合に第1のソール移行輪郭を伴って該ヒールおよび該トウの一方に移行す
る後側ソール縁を有する、ゴルフクラブヘッド。
[本発明1010]
　後側クラウン縁が、上から見た場合に概して丸みを帯びた輪郭の一つを有し、かつ
　後側ソール縁および第1のソール移行部が、下から見た場合に概して方形の輪郭を形成
する、
本発明1009のゴルフクラブヘッド。
[本発明1011]
　第1のソール移行領域が、上から見た場合に第1のクラウン移行領域を超えて後方に延び
る、本発明1009のゴルフクラブヘッド。
[本発明1012]
　後側クラウン縁が、第2のクラウン移行領域内で上から見た場合に第2のクラウン移行輪
郭を伴ってヒールおよびトウの他方に移行し、かつ
　後側ソール縁が、該第2のクラウン移行輪郭よりも平滑な曲がりが少ない第2のソール移
行領域内で下から見た場合に第2のソール移行輪郭を伴って該ヒールおよび該トウの他方
に移行する、
本発明1009のゴルフクラブヘッド。
[本発明1013]
　第1のソール移行領域が、上から見た場合に第1のクラウン移行領域を超えて後方に延び
、かつ
　第2のソール移行領域が、上から見た場合に第2のクラウン移行領域を超えて後方に延び
る、
本発明1012のゴルフクラブヘッド。
[本発明1014]
　所望の接触点が打球面上に規定され、かつ後方で該所望の接触点と整列する位置におい
て、クラウンから背面への移行領域が、側面から見た場合に急峻な移行部および尖鋭な移
行部の一方である、本発明1009のゴルフクラブヘッド。
[本発明1015]
　所望の接触点が打球面上に規定され、かつ後方で該所望の接触点と整列する位置におい
て、ソールから背面への移行領域が、側面から見た場合に後方に向けて先細り状になる突
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起を形成する、本発明1009のゴルフクラブヘッド。
[本発明1016]
　ソールから背面への移行領域において、側面から見た場合に該背面の表面が凹形である
、本発明1015のゴルフクラブヘッド。
[本発明1017]
　所望の接触点が打球面上に規定され、後方で該所望の接触点と整列する位置においてク
ラウンから背面への移行領域が、側面から見た場合に急峻な移行部および尖鋭な移行部の
一方であり、かつソールから該背面への移行領域が側面から見た場合に後方に向けて先細
り状になる突起を形成する、本発明1009のゴルフクラブヘッド。
[本発明1018]
　背面がカムバック特徴を含む、本発明1017のゴルフクラブヘッド。
[本発明1019]
　背面が、カムバック特徴から後方に延びる先細り状の突起をさらに含む、本発明1018の
ゴルフクラブヘッド。
[本発明1020]
　背面が、該背面の全体を横切って延びるカムバック特徴を含む、本発明1009のゴルフク
ラブヘッド。
[本発明1021]
　衝突の瞬間の弾道方向から約10度～約80度の角度でホーゼル領域から延びる細長いホー
ゼルフェアリングをさらに含む、本発明1009のゴルフクラブヘッド。
[本発明1022]
　衝突の瞬間の弾道方向から約15度～約75度の角度でソールのヒール～トウ幅の少なくと
も大部分を横切って延びるディフューザをさらに含む、本発明1009のゴルフクラブヘッド
。
[本発明1023]
　ディフューザがクラウンのトウ側縁部に延びる、本発明1022のゴルフクラブヘッド。
[本発明1024]
　シャフト、および
　該シャフトの第一の端部に固定された本発明1009のゴルフクラブヘッド
を含む、ゴルフクラブ。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１Ａ】溝がそのクラブヘッド内に形成された例示的局面のゴルフクラブの斜視図であ
る。
【図１Ｂ】配向軸が設けられた図1Aのクラブヘッドの拡大図である。
【図２】図1Aのゴルフクラブのクラブヘッドの側面斜視図である。
【図３】図1Aのゴルフクラブのクラブヘッドの背面立面図である。
【図４】クラブヘッドのヒール側から見た図1Aのゴルフクラブのクラブヘッドの側面立面
図である。
【図５】図1Aのゴルフクラブのクラブヘッドのソールの平面図である。
【図６】図1Aのゴルフクラブのクラブヘッドの下面斜視図である。
【図７】クラブヘッドのトウ側から見た図1Aのゴルフクラブのクラブヘッドの代替態様の
側面立面図である。
【図８】図7のクラブヘッドの背面立面図である。
【図９】クラブヘッドのヒール側から見た図7のクラブヘッドの側面立面図である。
【図１０】図7のクラブヘッドの下面斜視図である。
【図１１】典型的なゴルファーのダウンスイングの模式的時間経過正面図である。
【図１２】図12Aは、ヨーを示すクラブヘッドの上平面図である。図12Bは、ピッチを示す
クラブヘッドのヒール側立面図である。図12Cは、ロールを示すクラブヘッドの正面立面
図である。
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【図１３】典型的ダウンスイングの間のクラブヘッドの位置の関数としての各ヨー角、ピ
ッチ角およびロール角のグラフである。
【図１４】クラブヘッド14（上平面図および正面立面図の両方）ならびにそれぞれ図11の
地点A、BおよびCにおけるクラブヘッドの上の気流の典型的な向きを模式的に示す。
【図１５】特定の例示的局面のクラブヘッドの上平面図である。
【図１６】図15のクラブヘッドの正面立面図である。
【図１７】図15のクラブヘッドのトウ側立面図である。
【図１８】図15のクラブヘッドの後側立面図である。
【図１９】図15のクラブヘッドのヒール側立面図である。
【図２０Ａ】図15のクラブヘッドの下面斜視図である。
【図２０Ｂ】図15のクラブヘッドと同様であるがディフューザ無しのクラブヘッドの代替
態様の下面斜視図である。
【図２１】他の例示的局面のクラブヘッドの上平面図である。
【図２２】図21のクラブヘッドの正面立面図である。
【図２３】図21のクラブヘッドのトウ側立面図である。
【図２４】図21のクラブヘッドの後側立面図である。
【図２５】図21のクラブヘッドのヒール側立面図である。
【図２６Ａ】図21のクラブヘッドの下面斜視図である。
【図２６Ｂ】図21のクラブヘッドと同様であるがディフューザ無しのクラブヘッドの代替
態様の下面斜視図である。
【図２７】地点112を経て得られる断面カットを示す、60度ライ角位置にあるディフュー
ザ無しの図1～6のクラブヘッドの上平面図である。
【図２８】60度ライ角位置にある図27のクラブヘッドの正面立面図である。
【図２９Ａ】図27のXXIX-XXIX線を通じて得られる断面カットである。
【図２９Ｂ】図27のXXIX-XXIX線を通じて得られる断面カットである。
【図３０Ａ】図27のXXX-XXX線を通じて得られる断面カットである。
【図３０Ｂ】図27のXXX-XXX線を通じて得られる断面カットである。
【図３１Ａ】図27のXXXI-XXXI線を通じて得られる断面カットである。
【図３１Ｂ】図27のXXXI-XXXI線を通じて得られる断面カットである。
【図３２】特定の他の物理的パラメータを示す、クラブヘッドの模式図（上平面図および
正面立面図）である。
【図３３】少なくとも一つの抗力減少構造がクラブヘッドの表面上に含まれる別の例示的
局面のゴルフクラブの斜視図である。
【図３４】図33のクラブヘッドの上面平面図である。
【図３５】図33のクラブヘッドの斜視図である。
【図３６】図33のクラブヘッドの下面斜視図である。
【図３７】さらに別の例示的局面のクラブヘッドの正面立面図である。
【図３８】図37のクラブヘッドのヒール側斜視図である。
【図３９】図37のクラブヘッドの背面立面図である。
【図４０】図37のクラブヘッドのトウ側斜視図である。
【図４１】図37のクラブヘッドのトウ、クラウンおよび正面に概して向いた別の斜視図で
ある。
【図４２】図37のクラブヘッドの上面平面図である。
【図４３】図37のクラブヘッドのヒールおよび背面に概して向いた下面斜視図である。
【図４４】図37のクラブヘッドのトウおよび正面に概して向いた別の下面斜視図である。
【００２１】
　上記で言及した図は、必ずしも原寸通り描かれているわけではなく、本発明の特定の態
様の表示を与えるものと理解すべきであり、本質的に概念的であって、関係する原理を例
示するものであるというだけである。図面に示すゴルフクラブヘッドのいくつかの特徴は
、説明および理解を容易にするために他の特徴に対して拡大または歪曲されていることが
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ある。図面においては、様々な代替態様に示す同様のまたは同一のコンポーネントおよび
特徴について、同一の参照番号を使用する。本明細書に開示されるゴルフクラブヘッドは
、それらが使用される所期の用途および環境によって部分的に決定される構成およびコン
ポーネントを有するであろう。
【発明を実施するための形態】
【００２２】
詳細な説明
　ゴルフクラブ10の例示的態様は図1Aに示され、シャフト12、およびシャフト12に取り付
けられたゴルフクラブヘッド14を含む。図1Aに示すように、ゴルフクラブヘッド14はドラ
イバでありうる。ゴルフクラブ10のシャフト12は、鋼、アルミニウム、チタン、グラファ
イトまたは複合材、ならびに当技術分野において従来公知であり、使用されている材料を
含むその合金および／または組み合わせなどの様々な材料でできていることがある。さら
には、当技術分野において公知であり、使用されている従来のやり方（例えば、ホーゼル
要素における接着剤またはセメント経由、融着技術（例えば溶接、ろう付け、はんだ付け
など）経由、ねじ山または他の機械的コネクタ（解放可能および調節可能な機構を含む）
経由、摩擦嵌合経由、保定要素構造経由など）を含む任意の所望のやり方で、シャフト12
をクラブヘッド14に取り付けることができる。グリップまたは他のハンドル要素12aをシ
ャフト12上に配置することにより、ゴルフクラブシャフト12を掴むためのスリップ抵抗面
をゴルファーに提供することができる。当技術分野において公知であり、使用されている
従来のやり方（例えば、接着剤またはセメント経由、ねじ山または他の機械的コネクタ（
解放可能なコネクタを含む）経由、融着技術経由、摩擦嵌合経由、保定要素構造経由など
）を含む任意の所望のやり方で、グリップ要素12aをシャフト12に取り付けることができ
る。
【００２３】
　図1Aの例示的構造において、クラブヘッド14は、公知の様式でシャフト12を収容するた
めのホーゼルまたはソケット16においてシャフト12が取り付けられたボディ部材15を含む
。ボディ部材15は、本明細書に規定される複数の部分、領域または表面を含む。この例示
的ボディ部材15は、打球面17、クラウン18、トウ20、背面22、ヒール24、ホーゼル領域26
およびソール28を含む。背面22は、打球面17とは反対側に配置され、クラウン18とソール
28との間に延び、トウ20とヒール24との間にさらに延びる。この特定の例のボディ部材15
は、スカートまたはカムバック特徴23、およびソール28内に形成される陥凹またはディフ
ューザ36をさらに含む。
【００２４】
　図1Bを参照すると、打球面領域17は、本質的に平らでありうるかまたはわずかな湾曲も
しくは反り（「バルジ」としても知られる）を有しうる、領域または表面である。ゴルフ
ボールはフェース上の任意のスポットにおいて打球面17に接触しうるが、打球面17のゴル
フボールとの所望の接触点17aは通常、打球面17内の略中心である。本開示において、所
望の接触点17aにおいて打撃面17の表面に接して描かれる線LTは、打球面17に平行な方向
を規定する。所望の接触点17aにおいて打撃面17の表面に接して描かれる線のファミリー
は、打球面平面17bを規定する。線LPは、打球面平面17bに垂直な方向を規定する。さらに
は、衝突点において（およびアドレス位置において、すなわち、クラブヘッドがバックス
イングの開始前にゴルフボールに隣接して地面の上に配置される場合）、打球平面17bが
地面に垂直にならないように、概して、打撃面17にロフト角αを設けることができる。ロ
フト角αは、概して、衝突点におけるゴルフボールの最初の上方弾道に影響するように意
図されている。負のロフト角αを通じて打撃面平面17bに垂直に描かれる線LPを回転させ
ることで、衝突点において所望のクラブヘッド弾道に沿って向く線T0が規定される。概し
て、この衝突点クラブヘッド弾道方向T0はクラブシャフト12の縦軸に垂直である。
【００２５】
　図1Bをさらに参照すると、ゼロ度のフェース角に対して60度ライ角位置に向くクラブヘ
ッドに関連する一組の参照軸（X0、Y0、Z0）（例えばUSGA Rules of Golf, Appendix II
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および図28を参照）をここでクラブヘッド14に適用することができる。Y0軸は、所望の接
触点17aから、接触点クラブヘッド弾道線に沿って、T0方向とは反対の方向に延びる。X0
軸は、概して、所望の接触点17aからトウ20に向かって延び、60度ライ角位置においてY0
軸に垂直であり、クラブに対する水平線に平行である。したがって線LTは、地面と平行に
描かれる場合、X0軸に一致している。Z0軸は、所望の接触点17aから、概して垂直上方に
かつX0軸およびY0軸の両方に垂直に延びる。本開示において、クラブヘッド14の「中心線
」はY0軸（およびT0線）と一致すると考えられる。本明細書で使用する「後方に」という
用語は概して、接触点クラブヘッド弾道方向T0とは反対の方向、すなわちY0軸の正の方向
を意味する。
【００２６】
　図1～6をここで参照すると、クラブヘッド14の上側に位置するクラウン18は、打球面17
からゴルフクラブヘッド14の背面22に向かって後ろに延びる。クラブヘッド14を下から、
すなわちZ0軸に沿って正の方向に見る場合、クラウン18は見えない。
【００２７】
　クラウン18とは反対側のクラブヘッド14の下側または地面側に位置するソール28は、打
撃面17から背面22に向かって後ろに延びる。クラウン18と同様に、ソール28はクラブヘッ
ド14の幅を横切ってヒール24からトウ20に延びる。クラブヘッド14を上から、すなわちZ0
軸に沿って負の方向に見る場合、ソール28は見えない。
【００２８】
　図3および4を参照すると、背面22は打球面17とは反対側に配置され、クラウン18とソー
ル28との間に位置し、ヒール24からトウ20に延びる。クラブヘッド14を正面から、すなわ
ちY0軸に沿って正の方向に見る場合、背面22は見えない。いくつかのゴルフクラブヘッド
構成において、背面22にスカートまたはカムバック特徴23を設けることができる。
【００２９】
　ヒール24は打球面17から背面22に延びる。クラブヘッド14をトウ側から、すなわちX0軸
に沿って正の方向に見る場合、ヒール24は見えない。いくつかのゴルフクラブヘッド構成
において、ヒール24にスカートまたはカムバック特徴23またはスカートの一部分またはカ
ムバック特徴23の一部分を設けることができる。
【００３０】
　トウ20は、ヒール24とは反対側のクラブヘッド14の側面において打球面17から背面22に
延びるものとして示される。クラブヘッド14をヒール側から、すなわちX0軸に沿って負の
方向に見る場合、トウ20は見えない。いくつかのゴルフクラブヘッド構成において、トウ
20にスカートまたはカムバック特徴23またはスカートの一部分またはカムバック特徴23の
一部分を設けることができる。
【００３１】
　シャフトを収容するためのソケット16はホーゼル領域26内に位置する。ホーゼル領域26
は、打球面17、ヒール24、クラウン18およびソール28の交点に位置するものとして示され
、ホーゼル16に隣接して存在するヒール24、クラウン18およびソール28の部分を包含しう
る。概して、ホーゼル領域26は、ソケット16から打球面17、ヒール24、クラウン18および
／またはソール28への移行を示す表面を含む。
【００３２】
　したがって、打球面17、クラウン18、トウ20、背面22、ヒール24、ホーゼル領域26およ
びソール28という用語は、ボディ部材15の一般的な領域または部分を意味すると理解すべ
きである。いくつかの場合では、これらの領域または部分は互いに重複しうる。さらに、
本開示におけるこれらの用語の使用は他の文献におけるこれらのまたは同様の用語の使用
と異なりうると理解すべきである。概して、トウ、ヒール、打球面および背面という用語
は、ゴルフクラブがアドレス位置にある際に上から直接見る場合にボディ部材の周囲外形
を構成するゴルフクラブの四つの側面を意味するように意図されていると理解すべきであ
る。
【００３３】
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　図1～6に示す態様において、ボディ部材15を「スクエアヘッド」として概して記述する
ことができる。スクエアヘッドボディ部材15のクラウン18およびソール28は、幾何学的な
意味での真の正方形というわけではないが、伝統的な丸形のクラブヘッドに比べて実質的
に正方形である。
【００３４】
　クラブヘッド14の別の態様を図7～10においてクラブヘッド54として示す。クラブヘッ
ド54は、より伝統的なラウンドヘッドの形状を有する。「ラウンドヘッド」という語句は
、完全に円形のヘッドを意味せず、むしろ概してまたは実質的に円形の輪郭を有するヘッ
ドを意味すると認識すべきである。
【００３５】
　図11は、ゴルファーのダウンスイングの少なくとも一部分の運動捕捉分析の模式正面図
である。図11に示すように、ゴルフボールとの衝突点（I）において、打球面17がクラブ
ヘッド14の移動方向に実質的に垂直であると考えることができる（実際は、打球面17に通
常約2°～4°のロフトを設けることで、打球面17がその量だけ垂線から離れる）。ゴルフ
ァーのバックスイングの間、アドレス位置において出発する打球面17は、ゴルファーの腰
、胴、腕、手首および／または手の回転が理由で、ゴルファーから離れて外方に（すなわ
ち右利きのゴルファーについて上から見た際に時計回りに）捩れる。ダウンスイングの間
、打球面17は回転して衝突点位置に戻る。
【００３６】
　実際、図11および12A～12Cを参照すると、ダウンスイングの間に、クラブヘッド14は、
ヨー角（ROT-Z）（図12A参照）（垂直Z0軸の周りのクラブヘッド14の回転として本明細書
に定義される）の変化、ピッチ角（ROT-X）（図12B参照）（X0軸の周りのクラブヘッド14
の回転として本明細書に定義される）の変化およびロール角（ROT-Y）（図12C参照）（Y0
軸の周りのクラブヘッド14の回転として本明細書に定義される）の変化を経験する。
【００３７】
　ヨー角、ピッチ角およびロール角を使用することで、気流方向（クラブヘッドの瞬間弾
道とは反対の方向であると考えられる）に対するクラブヘッド14の向きを与えることがで
きる。衝突点およびアドレス位置において、ヨー角、ピッチ角およびロール角は0°であ
ると考えることができる。例えば、図12Aを参照すると、Z0軸に沿って見る際に、45°の
ヨー角測定値において、クラブヘッド14の中心線L0は気流方向に対して45°に向く。別の
例としては、図12Bを参照すると、X0軸に沿って見る際に、20°のピッチ角において、ク
ラブヘッド14の中心線L0は気流方向に対して20°に向く。また、図12Cを参照すると、Y0
軸に沿って見る際に、20°のロール角において、クラブヘッド14のX0軸は気流方向に対し
て20°に向く。
【００３８】
　図13は、典型的ダウンスイングの間のクラブヘッド14の位置の関数としての各ヨー角（
ROT-Z）、ピッチ角（ROT-X）およびロール角（ROT-Y）のグラフである。図11および図13
を参照することによって、ダウンスイングの大部分の間にゴルフクラブヘッド14の打球面
17がスイングを先導しないことを認識できる。ゴルファーのダウンスイングの最初に、約
90°のヨー回転が理由で、ヒール24はスイングを本質的に先導していることがある。さら
には、ゴルファーのダウンスイングの最初に、約10°のロール回転が理由で、ヒール24の
下部分はスイングを本質的に先導している。ダウンスイングの間、ゴルフクラブおよびク
ラブヘッド14の向きは、ダウンスイングの最初の約90°のヨーから衝突点での約0°のヨ
ーに変化する。
【００３９】
　さらに、図13を参照すると、通常、ダウンスイングの間のヨー角（ROT-Z）の変化は一
定ではない。ダウンスイングの最初の部分の間、クラブヘッド14がゴルファーの背後から
ほぼ肩の高さの位置に動く際に、ヨー角の変化は通常約20°である。したがって、クラブ
ヘッド14がほぼ肩の高さである場合、ヨーは約70°である。クラブヘッド14がほぼ胴の高
さである場合、ヨー角は約60°である。ダウンスイングの最終90°部分（胴の高さから衝
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突点まで）の間、ゴルフクラブは一般に、約60°のヨー角を経て、衝突点における0°の
ヨー角に移動する。しかし、ダウンスイングのこの部分の間のヨー角の変化は一般に一定
ではなく、実際、ゴルフクラブヘッド14は通常、最終10度のダウンスイングにおいてのみ
、約20°のヨーから、衝突点における0°のヨーで終わる。ダウンスイングのこの後半90
°部分の間、45°～60°のヨー角を代表的であると考えることができる。
【００４０】
　同様に、図13をさらに参照すると、通常、ダウンスイングの間のロール角（ROT-Y）の
変化も一定ではない。ダウンスイングの最初の部分の間、クラブヘッド14がゴルファーの
背後からほぼ胴の高さの位置に動く際に、ロール角はほぼ一定であり、例えば約7°～13
°である。しかし、ほぼ胴の高さから衝突点までのダウンスイングの部分の間のロール角
の変化は一般に一定ではなく、実際、ゴルフクラブヘッド14は通常、クラブヘッド14がほ
ぼ胴の高さからほぼ膝の高さまでスイングする際に約10°から約20°にロール角が増大し
、次に衝突点における0°にロール角が低下する。ダウンスイングの胴から膝までの部分
の間、15°のロール角を代表的であると考えることができる。
【００４１】
　ダウンスイングの間、ゴルフクラブヘッドの速度も、ダウンスイングの最初の0mphから
衝突点における65～100mph（トップランクゴルファーではそれ以上）に変化する。低速度
では、すなわちダウンスイングの最初の部分の間、空気抵抗による抗力はそれほど著しく
ないことがある。しかし、クラブヘッド14がゴルファーの胴と同一高さにあって、次に衝
突点までスイングされる、ダウンスイングの部分の間、クラブヘッド14は相当な速度（例
えばプロフェッショナルゴルファーでは60mph～最大130mph）で移動する。ダウンスイン
グのこの部分の間、空気抵抗による抗力によって、ゴルフクラブヘッド14は、空気抵抗が
なければ可能であろう速度よりも遅い速度でゴルフボールに衝突する。
【００４２】
　図11を再度参照すると、ゴルファーの典型的ダウンスイングに沿ったいくつかの地点（
A、BおよびC）が同定されている。地点Aにおいて、クラブヘッド14は約120°のダウンス
イング角度、すなわちゴルフボールとの衝突点から約120°にある。この地点において、
クラブヘッドは既にその最大速度の約70%で移動していることがある。図14Aは、クラブヘ
ッド14、および地点Aにおけるクラブヘッド14の上の気流の典型的な向きを模式的に示す
。クラブヘッド14のヨー角は約70°でありうるものであり、このことは、ヒール24がクラ
ブヘッド14の上を流れる空気ともはや実質的に垂直ではなく、むしろヒール24がクラブヘ
ッド14の上を流れる空気に対する垂線に対して約20°に向くことを意味する。また、ダウ
ンスイング中のこの地点において、クラブヘッド14が約7°～10°のロール角を有しうる
こと、すなわちクラブヘッド14のヒール24が気流方向に対して7°～10°上方に転動する
ことにも留意されたい。したがって、ヒール24（ヒール24の下部分（ソール側部分）を露
出させるようにわずかに傾斜している）は、ホーゼル領域26のヒール側表面との組み合わ
せでスイングを先導する。
【００４３】
　図11に示す地点Bにおいて、クラブヘッド14は約100°のダウンスイング角度、すなわち
ゴルフボールとの衝突点から約100°にある。この地点において、クラブヘッド14は今や
その最大速度の約80%で移動していることがある。図14Bは、クラブヘッド14、および地点
Bにおけるクラブヘッド14の上の気流の典型的な向きを模式的に示す。クラブヘッド14の
ヨー角は約60°でありうるものであり、このことは、ヒール24がクラブヘッド14の上を流
れる空気に対する垂線に対して約30°に向くことを意味する。さらに、ダウンスイング中
のこの地点において、クラブヘッド14は約5°～10°のロール角を有しうる。したがって
、ヒール24はやはり、ヒール24の下部分（ソール側部分）を露出させるようにわずかに傾
斜している。ヒール24のこの部分は、ホーゼル領域26のヒール側表面およびここではホー
ゼル領域26の打撃面側表面のいくらかのわずかな関与との組み合わせでスイングを先導す
る。実際、ヨー角およびロール角のこの向きにおいて、ホーゼル領域26のヒール側表面と
打撃面側表面との交点は（弾道方向に）最前方の表面を与える。ヒール24およびホーゼル
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領域26が（気流方向によって規定される）前縁に関連し、トウ20、トウ20に隣接する背面
22の部分および／またはそれらの交点が後縁に関連するということを認識できる。
【００４４】
　図11の地点Cにおいて、クラブヘッド14は約70°のダウンスイング位置、すなわちゴル
フボールとの衝突点から約70°にある。この地点において、クラブヘッド14は今やその最
大速度の約90%以上で移動していることがある。図14Cは、クラブヘッド14、および地点C
におけるクラブヘッド14の上の気流の典型的な向きを模式的に示す。クラブヘッド14のヨ
ー角は約45°であり、このことは、ヒール24がクラブヘッド14の上を流れる空気に対して
もはや実質的に垂直ではなく、むしろ気流に対する垂線に対して約45°に向くことを意味
する。さらに、ダウンスイング中のこの地点において、クラブヘッド14は約20°のロール
角を有しうる。したがって、ヒール24（ヒール24の下部分（ソール側部分）を露出させる
ように約20°傾斜している）は、ホーゼル領域26のヒール側表面、およびホーゼル領域26
の打撃面側表面のさらなる関与との組み合わせでスイングを先導する。ヨー角およびロー
ル角のこの向きにおいて、ホーゼル領域26のヒール側表面と打撃面側表面との交点は（弾
道方向に）最前方の表面を与える。ヒール24およびホーゼル領域26がやはり（気流方向に
よって規定される）前縁に関連し、背面22に隣接するトウ20の部分、トウ20に隣接する背
面22の部分および／またはそれらの交点が後縁に関連するということを認識できる。
【００４５】
　図11および13を再度参照すると、ダウンスイング全体の間の抗力の積分または総和によ
って、クラブヘッド14が経験する全抗力が得られることが理解できる。スイング全体の抗
力の減少パーセントを計算することで、衝突点のみで抗力の減少パーセントを計算する場
合とは非常に異なる結果が生成されうる。下記の抗力減少構造は、単に衝突点（I）にお
いて抗力を減少させるだけでなく全抗力を減少させる様々な手段を提供する。
【００４６】
　クラブヘッド14のさらなる態様を図15～20Aにおいてクラブヘッド64として示す。クラ
ブヘッド64は概して「スクエアヘッド」形クラブである。クラブヘッド64は、打球表面17
、クラウン18、ソール28、ヒール24、トウ20、背面22およびホーゼル領域26を含む。
【００４７】
　クラウン18とソール28との間に位置するカムバック特徴23は、トウ20の前方部分（すな
わち、背部22よりも打球面17に近い領域）から連続的に延びて背部22に至り、背部22を横
切ってヒール24に、そしてヒール24の後方部分内に至る。したがって、図17において最も
よく認識されるように、カムバック特徴23はトウ20の長さの大部分に沿って延びる。図19
において最もよく認識されるように、カムバック特徴はヒール24の長さのわずかな部分に
沿って延びる。この特定の態様において、カムバック特徴23は、約10mm～約20mmの範囲で
ありうる最大高さ（H）および約5mm～約15mmの範囲でありうる最大深さ（D）を有する凹
形の溝である。
【００４８】
　図20Aに示すように、一つまたは複数のディフューザ36がソール28内に形成されうる。
図20Bにおいてクラブヘッド74として示されるクラブヘッド14の代替態様において、ソー
ル28はディフューザ無しで形成されうる。
【００４９】
　図16、18および19を再度参照すると、ヒール24において、カムバック特徴23の先細り状
端部からホーゼル領域26まで、翼形の先導表面として一般に形づくられる表面25を有する
流線形領域100を設けることができる。以下でさらに詳細に開示するように、この流線形
領域100および翼形状表面25は、ゴルフクラブ10のダウンスイングストロークの間に空気
がクラブヘッド14の上を流れる際に空気力学的利益を実現するように構成することができ
る。特に、ヒール24の翼形状表面25はクラウン18内に円滑かつ徐々に移行しうる。さらに
、ヒール24の翼形状表面25はソール28内に円滑かつ徐々に移行しうる。さらには、ヒール
24の翼形状表面25はホーゼル領域26内に円滑かつ徐々に移行しうる。
【００５０】
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　クラブヘッド14のさらなる態様を図21～26Aにおいてクラブヘッド84として示す。クラ
ブヘッド84は概して「ラウンドヘッド」形クラブである。クラブヘッド84は、打球表面17
、クラウン18、ソール28、ヒール24、トウ20、背面22およびホーゼル領域26を含む。
【００５１】
　図23～26を参照すると、クラウン18の最外側の縁部よりも下に位置する溝29は、トウ20
の前方部分から連続的に延びて背面22に至り、背面22を横切ってヒール24に、そしてヒー
ル24の前方部分内に至る。したがって、図23において最もよく認識されるように、溝29は
トウ20の長さの大部分に沿って延びる。図25において最もよく認識されるように、溝29は
ヒール24の長さの大部分にも沿って延びる。この特定の態様において、溝29は、約10mm～
約20mmの範囲でありうる最大高さ（H）および約5mm～約10mmの範囲でありうる最大深さ（
D）を有する凹形の溝である。さらに、図26Aに最もよく示されるように、ソール28は、溝
29と概して平行である浅いステップ21を含む。ステップ21はホーゼル領域26の表面に円滑
に合流する。
【００５２】
　図20Aおよび26Aに示すように、ディフューザ36がソール28内に形成されうる。これらの
特定の態様において、ディフューザ36は、ホーゼル領域26に隣接するソール28の領域から
、トウ20、背面22、およびトウ22と背面22との交点に向かって延びる。図26Bにおいてク
ラブヘッド94として示されるクラブヘッド14の代替態様において、ソール28はディフュー
ザ無しで形成されうる。
【００５３】
　以下でさらに詳細に説明する例示的な抗力減少構造のいくつかは、打球面17が一般にス
イングを先導する場合、すなわち、空気がクラブヘッド14の上を打球面17から背面22に向
かって流れる場合、クラブヘッド14の一つまたは複数の表面の上に層気流を維持する様々
な手段を提供することができる。さらには、以下でさらに詳細に説明する例示的な抗力減
少構造のいくつかは、ヒール24が一般にスイングを先導する場合、すなわち、空気がクラ
ブヘッド14の上をヒール24からトウ20に向かって流れる場合、クラブヘッド14の一つまた
は複数の表面の上に層気流を維持する様々な手段を提供することができる。そのうえ、以
下でさらに詳細に説明する例示的な抗力減少構造のいくつかは、ホーゼル領域26が一般に
スイングを先導する場合、すなわち、空気がクラブヘッド14の上をホーゼル領域26からト
ウ20および／または背面22に向かって流れる場合、クラブヘッド14の一つまたは複数の表
面の上に層気流を維持する様々な手段を提供することができる。本明細書に開示される例
示的な抗力減少構造は、単独または組み合わせでクラブヘッド14に組み込むことができ、
クラブヘッド14のあらゆるすべての態様に適用可能である。
【００５４】
　特定の局面によれば、また図3～6、8～10、15～31を例えば参照すると、ホーゼル領域2
6に近接する（または隣接し、場合によってはその一部分を含む）ヒール24上に位置する
流線形領域100として、抗力減少構造を設けることができる。この流線形領域100は、ダウ
ンスイングストロークの間に空気がクラブヘッド14の上を流れる際に空気力学的利益を実
現するように構成することができる。図11～14に関して上記のように、クラブヘッド14の
速度が著しいダウンスイングの後半部分において、クラブヘッド14は約70°～0°のヨー
角を経て回転しうる。さらに、ヨー角回転の非線形の性質が理由で、クラブヘッド14が約
70°～約45°のヨー角に向く際に気流による抗力を減少させるように設計されたヒール24
の構成は、最大の利益を実現することができる。
【００５５】
　したがって、ダウンスイングの間のヨー角回転が理由で、ヒール24内に流線形領域100
を設けることが有利なことがある。例えば、平滑で空気力学的に形づくられた先導表面を
流線形領域100に設けることで、空気は、最小限の中断でクラブヘッドを流れて通過する
ことができる。そのような流線形領域100は、空気がヒール24からトウ20、背面22、およ
び／または背面22とトウ20との交点に向かって流れる際に気流への抵抗を最小化するよう
に形づくることができる。流線形領域100は、ホーゼル領域26に隣接し、場合によっては
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それと重複しさえするヒール24上に有利に位置しうる。ヒール24のこの流線形領域は、ダ
ウンスイングのかなりの部分においてクラブヘッド14の先導表面の一部分を形成しうる。
流線形領域100はヒール24全体に沿って延びうる。あるいは、流線形領域100はより限定さ
れた範囲を有しうる。
【００５６】
　図27および28を参照すると、特定の局面によれば、図3～6、8～10および15～31におい
て例えば参照される流線形領域100は、シャフト12の縦軸から、またはクラブがゼロ度の
フェース角に対して60度ライ角位置にある際にシャフト12の縦軸が地面と交わる場所、す
なわち「グラウンドゼロ」地点から測定されるY方向に約15mm～約70mmでヒール24の長さ
に少なくとも沿って設けることができる。これらの態様において、流線形領域100は、場
合によっては数えられる範囲を超えて延びることもある。特定の他の態様において、流線
形領域100は、グラウンドゼロ地点から測定されるY方向に少なくとも約15mm～約50mmでヒ
ール24の長さに沿って設けることができる。さらなる態様において、流線形領域100は、
グラウンドゼロ地点から測定されるY方向に少なくとも約15mm～約30mm、またはさらには
少なくとも約20mm～約25mmでヒール24の長さに沿って設けることができる。
【００５７】
　図27は三本の断面カットを用いて示される。XXIX-XXIX線での断面を図29Aおよび29Bに
示す。XXX-XXX線での断面を図30Aおよび30Bに示す。XXXI-XXXI線での断面を図31Aおよび3
1Bに示す。図29～31に示す断面は、図1～6のクラブヘッド14の具体的特性を示すために使
用され、図7～10、図15～20および図21～26に示すクラブヘッドの態様の特性を模式的に
示すためにも使用される。
【００５８】
　特定の局面によれば、また図29Aおよび29Bを参照すると、流線形領域100はヒール24内
の断面110によって規定されうる。図29Aおよび29Bは、図27のXXIX-XXIX線を通じて得られ
るクラブヘッド14の断面110を示す。断面110の一部分はソール28、クラウン18およびヒー
ル24に切り込む。さらに、断面110の少なくとも一部分は流線形領域100内に存在し、した
がって上記で論じたように、断面110の先導部分は翼形に相似しうる。断面110は、グラウ
ンドゼロ地点から測定されるY方向に約20mmに位置する垂直平面内のX0軸（すなわちY0軸
から約90度（すなわち±5度の範囲内））に平行に得られる。言い換えれば、断面110はY0
軸に垂直に向く。したがってこの断面110は、クラブヘッド14の上を流れる空気に関して
ヒール24からトウ20への方向に向く。
【００５９】
　図27、29Aおよび29Bを参照すると、前縁111はヒール24上に位置する。前縁111は、ホー
ゼル領域26から背面22に向かって一般に延び、クラウン18とソール28との間に存在する。
空気がクラブヘッド14の上をヒール24からトウ20に向かってX0軸に平行に流れるとすれば
、前縁111は、気流を経験するヒール24の最初の部分となるであろう。概して、前縁111に
おいて、断面110の表面の傾斜はX0軸に垂直であり、すなわち、クラブヘッド14が60度ラ
イ角位置にある際に傾斜は垂直である。
【００６０】
　ヒール24の前縁111上に存在する先端点112はY = 20mmにおいて規定されうる（図27参照
）。さらに、断面110および先端点112に関連する局所座標系を規定することができ、先端
点112から延びるx軸およびz軸は、クラブヘッド14に関連するX0軸およびZ0軸からそれぞ
れ15°の角度で断面110の平面内に向く。15°での軸のこの向きは15°のロール角に対応
しており、これはダウンスイングの胴から膝までの部分の間（すなわちクラブヘッド14が
その最大速度に近づく時）において代表的であると考えられた。
【００６１】
　したがって、特定の局面によれば、流線形領域100の翼形状表面25を「準放物線状」で
あると記述することができる。本明細書で使用する「準放物線状」という用語は、先端点
112と、先端点112から離れてかつ先端点の同一側面で互いに離れて円滑かつ徐々に曲がる
二本のアームとを有する任意の凸形曲線を意味する。翼形状表面25の第一のアームをクラ
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ウン側曲線または上曲線113と呼ぶことができる。翼形状表面25の他のアームをソール側
曲線または下曲線114と呼ぶことができる。例えば、双曲線の分岐を準放物線状であると
考えることができる。さらに、本明細書において使用する準放物線断面は対称である必要
はない。例えば、準放物線断面の一方のアームは放物曲線によって最も綿密に表すことが
でき、他方のアームは双曲線によって最も綿密に表すことができる。別の例として、先端
点112は二本のアーム間の中心にある必要はない。いずれの場合でも、「先端点」という
用語は、準放物曲線の先導点、すなわち、二本の曲線113、114が互いから離れて曲がる地
点を意味する。言い換えれば、同一方向に水平に延びるアームによって配向する「準放物
」曲線は、先端点112において最大傾斜を有し、曲線113、114の傾斜の絶対値は、先端点1
12からの水平距離が増大するに従って徐々にかつ連続的に低下する。
【００６２】
　図30Aおよび30Bは、図27のXXX-XXX線を通じて得られるクラブヘッド14の断面120を示す
。特定の局面によれば、また図30Aおよび30Bを参照すると、流線形領域100はヒール24内
のその断面120によって規定されうる。図27に示すように、断面120は、先端点112の周り
を回転するY0軸に対して約70度（すなわち±5度の範囲内）の角度で得られる。したがっ
てこの断面120もまた、クラブヘッド14の上を流れる空気に関してヒール24からトウ20へ
の方向に向くが、ここでトウ20と背面22との交点に向かう気流方向は断面110に比べて高
角度である（図14A参照）。断面110と同様に、断面120は、先端点112から延びるクラウン
側曲線または上曲線123、およびやはり先端点から延びるソール側曲線または下曲線124を
含む。Y = 20mmにおけるヒール24の前縁111に関連する先端点112を図示する。
【００６３】
　断面120に関連するx軸およびz軸は、クラブヘッド14に関連するX0軸およびZ0軸からそ
れぞれ15°の角度で断面120の平面内に向く。15°での断面軸のこの向きはやはり15°の
ロール角に対応しており、これはダウンスイングの胴から膝までの部分の間（すなわちク
ラブヘッド14がその最大速度に近づく時）において代表的であると考えられた。
【００６４】
　図31Aおよび31Bは、図27のXXXI-XXXI線を通じて得られるクラブヘッド14の断面130を示
す。特定の局面によれば、また図31Aおよび31Bを参照すると、流線形領域100はヒール24
内のその断面130によって規定されうる。上記で論じたように、流線形領域100の断面130
は翼形の前縁に相似しうる。図27に示すように、断面130は、先端点112の周りを回転する
Y軸に対して約45度（すなわち±5度の範囲内）の角度で得られる。したがってこの断面13
0は、クラブヘッド14の上を流れる空気に関して一般にヒール24から背面22への方向に向
く（図14C参照）。断面110および120と同様に、断面130もまた、先端点112から延びるク
ラウン側曲線または上曲線133、およびやはり先端点から延びるソール側曲線または下曲
線134を含む。グラウンドゼロ地点から測定されるY = 20mmにおけるヒール24の前縁111に
関連する先端点112を図示する。
【００６５】
　断面130に関連するx軸およびz軸は、クラブヘッド14に関連するX0軸およびZ0軸からそ
れぞれ15°の角度で断面130の平面内に向く。15°での断面軸のこの向きはやはり15°の
ロール角に対応しており、これはダウンスイングの胴から膝までの部分の間（すなわちク
ラブヘッド14がその最大速度に近づく時）において代表的であると考えられた。
【００６６】
　図29A、30Aおよび31Aを参照すると、当業者は、曲線の形状を特徴づける一つの方法が
スプライン点の表を設けることによる方法であることを認識するであろう。これらのスプ
ライン点の表において、先端点112は(0, 0)において規定され、スプライン点のすべての
座標は先端点112に対して規定される。図29A、30Aおよび31Aは、スプライン点をそこで規
定可能な12mm、24mm、36mm、48mmにおけるx軸座標線を含む。スプライン点は例えば3mm、
6mmおよび18mmにおける他のx軸座標において規定可能であるが、明確さのために、そのよ
うな座標線は図29A、30Aおよび31Aに含まれない。
【００６７】
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　図29A、30Aおよび31Aに示すように、zU座標は上曲線113、123、133に関連し、zL座標は
下曲線114、124、134に関連する。概して、上曲線は下曲線と同一ではない。言い換えれ
ば、断面110、120、130は非対称的でありうる。図29A、30Aおよび31Aを検討することで認
識できるように、この非対称性、すなわち上曲線と下曲線との間の差は、断面がクラブヘ
ッドの背面に向かって変動するに従ってさらに明白になりうる。具体的には、中心線に対
して約90度の角度で得られる断面の上曲線および下曲線（例えば図29A参照）は、中心線
に対して約45度の角度で得られる断面の上曲線および下曲線（例えば図31A参照）よりも
対称的でありうる。さらには、図29A、30Aおよび31Aを再度参照すると、下曲線は、いく
つかの例示的態様において、断面がクラブヘッドの背面に向かって変動する際に相対的に
一定にとどまりうる一方で、上曲線は平らになりうる。
【００６８】
　図29B、30Bおよび31Bを参照すると、当業者は、曲線を特徴づける別の方法が、曲線を
一つまたは複数の関数にフィッティングすることによる方法であることを認識するであろ
う。例えば、上記で論じた上曲線および下曲線の非対称性が理由で、断面110、120、130
の上曲線および下曲線は多項式関数を使用することで独立してカーブフィッティングされ
うる。したがって、特定の局面によれば、二次多項式または三次多項式、すなわち二次関
数または三次関数が曲線を十分に特徴づけることができる。
【００６９】
　例えば、二次関数の頂点を先端点112、すなわち(0, 0)地点であるように制約して、二
次関数を決定することができる。言い換えれば、カーブフィッティングは、二次関数が先
端点112を経て延びることを必要としうる。さらに、カーブフィッティングは、二次関数
が先端点112においてx軸に垂直であることを必要としうる。
【００７０】
　カーブフィッティングに使用可能な別の数学的技術は、平滑曲線をモデリングするため
に使用可能なパラメトリック曲線であるベジエ曲線の使用を包含する。例えば、ベジエ曲
線は、複合平滑曲線の加工を制御するためのコンピュータ数値制御（CNC）機械において
一般的に使用される。
【００７１】
　ベジエ曲線を使用する以下の一般化パラメトリック曲線を使用することで、断面の上曲
線のx座標およびz座標をそれぞれ得ることができる。
　xu = (1-t)

3 Pxu0 + 3 (1-t)
2 t Pxu1 + 3 (1-t) t

2 Pxu2 + t
3 Pxu3　　式(1a)

　zu = (1-t)
3 Pzu0 + 3 (1-t)

2 t Pzu1 + 3 (1-t) t
2 Pzu2 + t

3 Pzu3　　式(1b)
　範囲: 0≦t≦1
Pxu0、Pxu1、Pxu2およびPxu3は、上曲線に関連するx座標のベジエ曲線の制御点であり、P
zu0、Pzu1、Pzu2およびPzu3は、上曲線に関連するz座標のベジエ曲線の制御点である。
【００７２】
　同様に、以下の一般化パラメトリックベジエ曲線を使用することで、断面の下曲線のx
座標およびz座標をそれぞれ得ることができる。
　xL = (1-t)

3 PxL0 + 3 (1-t)
2 t PxL1 + 3 (1-t) t

2 PxL2 + t
3 PxL3　　式(2a)

　zL = (1-t)
3 PzL0 + 3 (1-t)

2 t PzL1 + 3 (1-t) t
2 PzL2 + t

3 PzL3　　式(2b)
　範囲: 0≦t≦1
PxL0、PxL1、PxL2およびPxL3は、下曲線に関連するx座標のベジエ曲線の制御点であり、P
zL0、PzL1、PzL2およびPzL3は、下曲線に関連するz座標のベジエ曲線の制御点である。
【００７３】
　データを一般的にフィッティングするためにカーブフィッティングが使用されることか
ら、データを捕捉する一つの方法は、データを境界づける曲線を設けることでありうる。
したがって、例えば、図29B、30B、31Bを参照すると、断面110、120、130の上曲線および
下曲線をそれぞれ、一対の曲線(115a, 115b)、(116a, 116b)、(125a, 125b)、(126a, 126
b)、(135a, 135b)、(136a, 136b)によって境界づけられる領域内に存在するものとして特
徴づけることができ、ここで一対の曲線は、曲線113、114、123、124、133および134のz
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座標のそれぞれ最大±10%、さらには最大20%の変動を例えば表しうる。
【００７４】
　さらに、図29～31に提示される断面110、120および130が、ソール28上に設けられるデ
ィフューザ36無しのクラブヘッド14の断面であることに気づく。特定の局面によれば、デ
ィフューザ36をソール28上に設けることがあり、したがって、断面110、120および／また
は130の下曲線は図29～31に提示される形状とは異なる。さらには、特定の局面によれば
、断面110、120および130はそれぞれその後縁にカムバック特徴23を含みうる。
【００７５】
　図27および28を再度参照すると、Y = 20mmにおいてヒール24の前縁111に関連する先端
点112（図27参照）を使用することで断面110、120および130（図29～31）の記述を支援し
たことに気づく。しかし、先端点112をY = 20mmに正確に配置する必要はない。より一般
的な場合、特定の局面によれば、先端点112は、「グラウンドゼロ」地点から測定されるY
方向に約10mm～約30mmに配置されうる。いくつかの態様において、先端点112は、「グラ
ウンドゼロ」地点から測定されるY方向に約15mm～約25mmに配置されうる。先端点の場所
のプラスまたはマイナス1ミリメートルの変動は許容されると考えられうる。特定の態様
によれば、先端点112は、クラブヘッド14の前半部にあるヒール24の前縁111上に配置され
うる。
【００７６】
　特定の局面によれば、また図20Bに最もよく示されるように、ソール28は、ヒール24か
らトウ20までクラブヘッド14の幅を横切って、概して凸形でなだらかな幅方向の湾曲を伴
って延びうる。さらに、ヒール24の平滑で非断続的な翼形状表面25はソール28の中心領域
内に、さらにはそれを超えて連続しうる。ソールの概して凸形で幅方向の湾曲は、ソール
28の全体を横切ってトウ20に延びうる。言い換えれば、ソール28に凸形湾曲を、ヒール24
からトウ20までその幅全体を横切って、設けることができる。
【００７７】
　さらに、ソール28は、打球面17から背面22までクラブヘッド14の長さを横切って、概し
て凸形で円滑な湾曲を伴って延びうる。この概して凸形の湾曲は、正の湾曲から負の湾曲
に移行することなく、打球面17の近隣から背面22に延びうる。言い換えれば、ソール28に
凸形湾曲を、打球面17から背面22までその長さ全体に沿って設けることができる。
【００７８】
　あるいは、特定の局面によれば、例えば図5、20Aおよび26Aに示すように、陥凹または
ディフューザ36をソール28内に形成することもできる。図5の例示的態様において、陥凹
またはディフューザ36は実質的にV字形であり、その形状の頂点38は打球面17およびヒー
ル24の近位に配置される。すなわち、頂点38は、打球面17およびヒール24に近くかつスカ
ートまたはカムバック特徴23およびトウ20から離れて配置される。陥凹またはディフュー
ザ36は一対の脚40を含み、脚は、トウ20の近位でかつ打球面17から離れた地点に延び、ス
カートまたはカムバック構造23に向かってかつ打球面17から離れて曲がる。
【００７９】
　図5をさらに参照すると、複数の二次陥凹42が陥凹またはディフューザ36の下表面43内
に形成されうる。例示的態様において、各二次陥凹42は規則的台形であり、その小さい底
辺44はヒール24に近く、その大きい底辺46はトウ20に近く、角付き側面45は小さい底辺44
を大きい底辺46に接合する。例示的態様において、各二次陥凹42の深さは、小さい底辺44
におけるその最大量から、陥凹またはディフューザ36の下表面43と面一である大きい底辺
46まで変動する。
【００８０】
　したがって、特定の局面によれば、また図5、20Aおよび26Aに最もよく示されるように
、ディフューザ36は、ホーゼル領域26の近隣からトウ20、トウ20と背面22との交点、およ
び／または背面22に向かって延びうる。ディフューザ36の断面区域は、ディフューザ36が
ホーゼル領域26から離れて延びるに従って徐々に増大しうる。ホーゼル領域26からトウ20
および／または背部22に向かって流れる気流中で増大する任意の逆圧力勾配は、ディフュ
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ーザ36の断面積の増大によって緩和されることが予想される。したがって、ソール28の上
を流れる空気の層流レジームから乱流レジームへの任意の移行が遅れ、さらには完全に無
くなることが予想される。特定の構成において、ソール28は複数のディフューザを含みう
る。
【００８１】
　一つまたは複数のディフューザ36は、ダウンスイングストロークの少なくとも何らかの
部分の間に、特にクラブヘッド14がヨー軸の周りを回転する際に、抗力を緩和するように
向くことがある。ディフューザ36の側面は直線状または曲線状でありうる。特定の構成に
おいては、ディフューザ36は、ホーゼル領域26および／またはヒール24がスイングを先導
する際に気流を拡散する（すなわち逆圧力勾配を減少させる）ためのY0軸からの角度に向
くことがある。ディフューザ36は、Y0軸から約10°～約80°の範囲の角度に向くことがあ
る。場合によって、ディフューザ36は、Y0軸から約20°～約70°、または約30°～約70°
、または約40°～約70°、さらには約45°～約65°の範囲の角度に向くことがある。した
がって、特定の構成において、ディフューザ36はホーゼル領域26からトウ20および／また
は背面22に向かって延びうる。他の構成において、ディフューザ36はヒール24からトウ20
および／または背面22に向かって延びうる。
【００８２】
　場合によっては、図5、20Aおよび26に示すように、ディフューザ36は一つまたは複数の
羽根32を含みうる。羽根32は、ディフューザ36の側面間の略中心に位置しうる。特定の構
成（図示せず）において、ディフューザ36は複数の羽根を含みうる。他の構成において、
ディフューザ36は羽根を含む必要はない。さらには、羽根32は、実質的にディフューザ36
の長さ全体に沿って、またはディフューザ36の長さにごく部分的に沿って延びうる。
【００８３】
　図1～4および6に示すように、一つの態様によれば、クラブヘッド14は「カムバック」
特徴23を含みうる。カムバック特徴23はクラウン18からソール28に延びうる。図3および6
に示すように、カムバック特徴23はヒール24からトウ20まで背面22を横切って延びる。さ
らに、図2および4に示すように、カムバック特徴23はトウ22内および／またはヒール24内
に延びうる。
【００８４】
　一般に、カムバック特徴は、空気力学的に形づくられたボディの非常に長く徐々に先細
り状になる下流端（または後端）を用いて維持されうる層流が、より短い先細り状の下流
端を用いて維持することができないことを考慮に入れて設計される。先細り状の下流端が
層流を維持するには短すぎる場合、クラブヘッドの断面区域の下流端がクラブヘッドの最
大断面の約50パーセントに減少した後に、乱流による抗力が著しくなり始めることがある
。この抗力は、短すぎる先細り状端部を維持するよりもむしろクラブヘッドの短すぎる先
細り状下流端を切り落とすかまたは取り外すことで緩和されうる。先細り状端部のこの相
対的に険しい切断片をカムバック特徴23と呼ぶ。
【００８５】
　上記で論じたように、ゴルファーのダウンスイングのかなりの部分の間、ヒール24およ
び／またはホーゼル領域26がスイングを先導する。ダウンスイングのこれらの部分の間、
トウ20、トウ20の一部分、トウ20と背面22との交点、および／または背面22の一部分のい
ずれかが、クラブヘッド14の下流端または後端を形成する（例えば図27および29～31参照
）。したがってカムバック特徴23は、クラブヘッド14のトウに沿って、トウ20と背面22と
の交点においてかつ／または背面22に沿って配置される場合、ダウンスイングのこれらの
部分の間に乱流を減少させ、したがって乱流による抗力を減少させると予測されうる。
【００８６】
　さらに、ゴルフボールとの衝突前の最終約20°のゴルファーのダウンスイングの間、打
球面17がスイングを先導し始める際に、クラブヘッド14の背面22は気流の下流方向に整列
されるようになる。したがってカムバック特徴23は、クラブヘッド14の背面22に沿って配
置される場合、最終約20°のゴルファーのダウンスイングの間に最も著しく乱流を減少さ
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せ、したがって乱流による抗力を減少させると予測される。
【００８７】
　特定の局面によれば、カムバック特徴23は、クラブヘッド14の周辺の一部に形成される
連続的な溝29を含みうる。図2～4に示すように、溝29は、トウ20の正面部分30aからトウ2
0の後方縁30bに完全に延びて、背部22に続く。次に溝29は、背面22の長さ全体を横切って
延びる。図4において認識できるように、溝29は、ヒール24の後方部分34における端部に
向けて先細り状になる。特定の態様において（図2参照）、トウ20の正面部分30aにおける
溝29は転回してソール28の一部分に沿って続きうる。
【００８８】
　図2～4の例示的態様において、溝29は実質的にU字形である。特定の態様において、溝2
9は約15mmの最大深さ（D）を有する。しかし、溝29がその長さに沿って任意の深さを有し
うること、さらには溝29の深さがその長さに沿って変動しうることを認識すべきである。
さらには、溝29は任意の高さ（H）を有しうるが、クラブヘッド14の最大のソールからク
ラウンまでの高さの四分の一から二分の一の高さが最も有利でありうるということを認識
すべきである。溝29の高さは、図2～4に示すようにその長さにわたって変動しうるもので
あり、あるいは、溝29の高さは、その長さの一部または全体にわたって均一でありうる。
【００８９】
　空気は、クラブヘッド14のボディ部材15のクラウン18およびソール28の上を流れるに従
って、分離する傾向にあり、これは増大した抗力を引き起こす。溝29は、空気が分離する
傾向を減少させることで、抗力を減少させ、クラブヘッド14の空気力学を改善することに
役立ちうるものであり、これによりクラブヘッド速度および打った後にボールが移動する
距離が増大する。上記のように、ゴルフクラブヘッド14のスイング軌道の大部分において
、クラブヘッド14の先導部分がヒール24であり、クラブヘッド14の後縁がトウ20であるこ
とから、溝29がトウ20に沿って延びるようにすることは特に有利でありうる。したがって
、トウ20に沿って溝29が与える空気力学的利点は、スイング軌道の大部分の間に実現され
る。背面22に沿って延びる溝29の部分は、クラブヘッド14のボールとの衝突点において空
気力学的利点を与えることができる。
【００９０】
　溝29が与えるスイング中の抗力の減少の一事例を以下の表に提供する。この表は、図1
～6に示すクラブヘッド14の態様のコンピュータ流体力学（CFD）モデルに基づく。表にお
いて、ゴルフスイング中の、異なるヨー角における抗力値を、スクエアヘッド設計、およ
び溝29の抗力減少構造を包含するスクエアヘッド設計の両方について示す。
抗力

【００９１】
　コンピュータモデルの結果から、ヨー角が0°である衝突点において、溝29付きのスク
エアクラブヘッドの抗力がスクエアクラブヘッドの抗力の約48.2%（4.01/8.32）であるこ
とが理解できる。しかし、スクエアクラブヘッドのスイング全体の間の全抗力の積分は全
抗力544.39を示し、一方、溝29付きのスクエアクラブヘッドの全抗力は216.75である。し
たがって、溝29付きのスクエアクラブヘッドの全抗力は、スクエアクラブヘッドの全抗力
の約39.8%（216.75/544.39）である。したがって、スイング全体の抗力を積分することで
、衝突点のみで抗力を計算する場合とは非常に異なる結果が生成されうる。
【００９２】
　図7～10を参照すると、連続的な溝29がクラブヘッド54の周辺の一部分に形成される。
図7～10に示すように、溝29は、トウ20の正面部分30aからトウ20の後方縁30bに完全に延
びて、背部22に続く。次に溝29は、背部22の長さ全体を横切って延びる。図9において認
識できるように、溝29は、ヒール24の後方部分34における端部に向けて先細り状になる。



(22) JP 5827243 B2 2015.12.2

10

20

30

40

50

【００９３】
　ユーザーのバックスイングの終わりからボール衝突場所へのダウンスイングを経るユー
ザーのゴルフスイングの間のクラブヘッドに対する抗力を減少させるために、一つまたは
複数の抗力減少構造、例えばヒール24の流線形部分100、ソール28のディフューザ36、お
よび／またはカムバック構造23をクラブヘッド14上に設けることができる。具体的には、
主にクラブヘッド14のヒール24および／またはホーゼル領域26が一般にスイングを先導す
る際にクラブヘッド14に対する抗力を減少させるために、ヒール24の流線形部分100、デ
ィフューザ36、およびカムバック特徴23を設けることができる。特にクラブヘッド14の背
面22内に配置される場合のカムバック構造23は、打球面17が一般にスイングを先導する際
にクラブヘッド14に対する抗力を減少させるために設けることもできる。
【００９４】
　プレーヤがゲームにおいて発揮する異なる熟練度に応じて、異なるゴルフクラブが設計
される。例えば、プロフェッショナルプレーヤは、スイングの間に生じるエネルギーを、
非常に小さいスイートスポットまたは所望の接触点の上でゴルフボールを飛ばすエネルギ
ーに変換する上で非常に効率的なクラブを選ぶことがある。対照的に、週末プレーヤは、
打ったゴルフボールに対するクラブのスイートスポットの完璧には及ばない配置を許容す
るように設計されたクラブを選ぶことがある。これらの異なるクラブ特性を与えるために
、様々な重量、体積、慣性モーメント、重心配置、剛性、フェース（すなわち打球表面）
高さ、幅、および／または面積などのいずれかを有するクラブヘッドをクラブに設けるこ
とができる。
【００９５】
　典型的な現代のドライバのクラブヘッドは、約420cc～約470ccの範囲の体積を伴って提
供されうる。本明細書において提示されるクラブヘッド体積はUSGA "Procedure for Meas
uring the Club Head Size of Wood Clubs" (November 21, 2003)を使用して測定される
。典型的なドライバのクラブヘッド重量は約190g～約220gの範囲でありうる。図32Aおよ
び32Bを参照すると、典型的なドライバの他の物理的性質を規定し、特徴づけることがで
きる。例えば、フェース面積は約3000mm2～約4800mm2の範囲でありうるし、フェース長さ
は約110mm～約130mmの範囲でありうるし、フェース高さは約48mm～約62mmの範囲でありう
る。フェース面積は、ゴルフクラブヘッドのボディ部材の他の部分に打球面を組み合わせ
る半径区域の内側接線によって境界づけられる面積として規定される。図32Bに示すよう
に、フェース長さはクラブヘッド上の対向地点から測定される。フェース高さは、クラブ
がゼロ度のフェース角に対して60度のライ角に位置する際に測定され、フェース中心にお
いて測定される（フェース中心の場所の決定についてはUSGA, "Procedure for Measuring
 the Flexibility of a Golf ClubHead," Section 6.1 Determination of Impact Locati
onを参照）、接地平面から、クラブの打球面およびクラウンを組み合わせる半径区域の中
点までの距離として規定される。クラブヘッド幅は約105mm～約125mmの範囲でありうる。
X0軸に平行な軸の周りの重心における慣性モーメントは約2800g-cm2～約3200g-cm2の範囲
でありうる。Z0軸に平行な軸の周りの重心における慣性モーメントは約4500g-cm2～約550
0g-cm2の範囲でありうる。典型的な現代のドライバにおいて、クラブヘッドのX0方向の重
心の場所（グラウンドゼロ地点から測定）は約25mm～約33mmの範囲でありうるし、また、
Y0方向の重心の場所は約16mm～約22mmの範囲でありうるし（やはりグラウンドゼロ地点か
ら測定）、また、Z0方向の重心の場所は約25mm～約38mmの範囲でありうる（やはりグラウ
ンドゼロ地点から測定）。
【００９６】
　典型的な現代のドライバのクラブヘッドの特定の特性パラメータについて上記で提示し
た値は限定的であるようには意図されていない。したがって、例えば特定の態様において
、クラブヘッド体積は470ccを超えることがあり、クラブヘッド重量は220gを超えること
がある。特定の態様において、X0軸に平行な軸の周りの重心における慣性モーメントは32
00g-cm2を超えることがある。例えば、X0軸に平行な軸の周りの重心における慣性モーメ
ントは最大3400g-cm2、最大3600g-cm2、さらには最大4000g-cm2のまたはそれを超える範
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囲でありうる。同様に、特定の態様において、Z0軸に平行な軸の周りの重心における慣性
モーメントは5500g-cm2を超えることがある。例えば、Z0軸に平行な軸の周りの重心にお
ける慣性モーメントは最大5700g-cm2、最大5800g-cm2、さらには最大6000g-cm2の範囲で
ありうる。
【００９７】
　任意の所与のゴルフクラブの設計は一連のトレードオフまたは妥協を常に包含する。以
下に開示される態様はこれらのトレードオフの一部を示す。
【００９８】
例示的態様（1）
　第一の例において、図1～6に示すクラブヘッドの代表的態様を記述する。この第一の例
示的クラブヘッドは、約400ccを超える体積を伴って提供される。図32Aおよび32Bを参照
すると、他の物理的性質を特徴づけることができる。フェース高さは約53mm～約57mmの範
囲である。X0軸に平行な軸の周りの重心における慣性モーメントは約2800g-cm2～約3300g
-cm2の範囲である。Z0軸に平行な軸の周りの重心における慣性モーメントは約4800g-cm2

を超える。クラブのアスペクト比の指標として、クラブ幅対フェース長さ比は0.94以上で
ある。
【００９９】
　さらに、この第一の例示的態様のクラブヘッドは約200g～約210gの範囲の重量を有しう
る。図32Aおよび32Bを再度参照すると、フェース長さは約114mm～約118mmの範囲でありう
るし、フェース面積は約3200mm2～約3800mm2の範囲でありうる。クラブヘッド幅は約112m
m～約114mmの範囲でありうる。X0の重心の場所は約28mm～約32mmの範囲でありうるし、Y0
方向の重心の場所は約17mm～約21mmの範囲でありうるし、Z0方向の重心の場所は約27mm～
約31mmの範囲でありうる（いずれもグラウンドゼロ地点から測定）。
【０１００】
　この例示的クラブヘッドについて、表Iは断面110の上曲線113および下曲線114の一組の
公称スプライン点座標を示す。論じたように、いくつかの場合、これらの名目スプライン
点座標は±10%の範囲内で変動しうる。
【０１０１】
　（表Ｉ）例（1）の断面110のスプライン点

【０１０２】
　あるいは、この例示的クラブヘッドについて上記で提示したベジエ式（1a）および（1b
）を使用することで、断面110の上曲線113のx座標およびz座標を以下のようにそれぞれ得
ることができる。
　xu = 3 (17) (1-t) t

2 + (48) t3　　式(113a)
　zu = 3 (10) (1-t)

2 t + 3 (26) (1-t) t2 + (26) t3　　式(113b)
　範囲: 0≦t≦1
したがって、この特定の曲線113について、x座標のベジエ制御点はPxu0 = 0、Pxu1 = 0、
Pxu2 = 17およびPxu3 = 48として規定され、z座標のベジエ制御点はPzu0 = 0、Pzu1 = 10
、Pzu2 = 26およびPzu3 = 26として規定された。論じたように、いくつかの場合、これら
のz座標は±10%の範囲内で変動しうる。
【０１０３】
　同様に、この例示的クラブヘッドについてベジエ式（2a）および（2b）を使用すること
で、断面110の下曲線114のx座標およびz座標を以下のようにそれぞれ得ることができる。
　xL = 3 (11) (1-t) t

2 + (48) t3　　式(114a)



(24) JP 5827243 B2 2015.12.2

10

20

30

40

50

　zL = 3 (-10) (1-t)
2 t + 3 (-26) (1-t) t2 + (-32) t3　　式 (114b)

　範囲: 0≦t≦1
したがって、この特定の曲線114について、x座標のベジエ制御点はPxL0 = 0、PxL1 = 0、
PxL2 = 11およびPxL3 = 48として規定され、z座標のベジエ制御点はPzL0 = 0、PzL1 = -1
0、PzL2 = -26およびPzL3 = -32として規定された。いくつかの場合、これらのz座標も±
10%の範囲内で変動しうる。
【０１０４】
　データおよび図面の検討から、上のクラウン側曲線113が下のソール側曲線114と異なる
ということが認識できる。例えば、先端点112からx軸に沿って3mmにおいて、下曲線114は
、上曲線113のz座標値よりも約40%大きいz座標値を有する。これは初期の非対称性を曲線
に導入するものであり、すなわち、下曲線114は上曲線113よりも大きい深さで始まる。し
かし、x軸に沿って3mm～24mmにおいて、上曲線113および下曲線114はいずれもx軸からさ
らに15mm離れて延びる（すなわちΔzU = 22 - 7 = 15mmおよびΔzL = 25 - 10 = 15mm)。
また、x軸に沿って3mm～36mmにおいて、上曲線113および下曲線114はx軸からそれぞれさ
らに18mmおよび19mm離れて延び、これは10%未満の差である。言い換えれば、x軸に沿って
3mm～36mmにおいて、上曲線113および下曲線114の湾曲は略同一である。
【０１０５】
　ここで図30Aを参照すると、図29Aに関して上記で論じた曲線113および114と同様に、こ
の第一の例示的クラブヘッドの上曲線および下曲線123および124をそれぞれ、スプライン
点の表として提示される曲線によって特徴づけることができる。表IIは例（1）の断面120
の一組のスプライン点座標を示す。zU座標は上曲線123に関連し、zL座標は下曲線124に関
連する。
【０１０６】
　（表ＩＩ）例（1）の断面120のスプライン点

【０１０７】
　あるいは、この例示的クラブヘッドについて上記で提示したベジエ式（1a）および（1b
）を使用することで、断面120の上曲線123のx座標およびz座標を以下のようにそれぞれ得
ることができる。
　xu = 3 (19) (1-t) t

2 + (48) t3　　式(123a)
　zu = 3 (10) (1-t)

2 t + 3 (25) (1-t) t2 + (25) t3　　式(123b)
　範囲: 0≦t≦1
したがって、この特定の曲線123について、x座標のベジエ制御点がPxu0 = 0、Pxu1 = 0、
Pxu2 = 19およびPxu3 = 48として規定され、z座標のベジエ制御点がPzu0 = 0、Pzu1 = 10
、Pzu2 = 25およびPzu3 = 25として規定されたことが認識できる。
【０１０８】
　上記のように、この例示的クラブヘッドについてベジエ式（2a）および（2b）を使用す
ることで、断面120の下曲線124のx座標およびz座標を以下のようにそれぞれ得ることがで
きる。
　xL = 3 (13) (1-t) t

2 + (48) t3　　式(124a)
　zL = 3 (-10) (1-t)

2 t + 3 (-26) (1-t) t2 + (-30) t3　　式(124b)
　範囲: 0≦t≦1
したがって、この特定の曲線124について、x座標のベジエ制御点はPxL0 = 0、PxL1 = 0、
PxL2 = 13およびPxL3 = 48として規定され、z座標のベジエ制御点はPzL0 = 0、PzL1 = -1
0、PzL2 = -26およびPzL3 = -30として規定された。
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【０１０９】
　データおよび図面の検討から、上のクラウン側曲線123が下のソール側曲線124と異なる
ということが認識できる。例えば、先端点112からx軸に沿って3mmにおいて、下曲線124は
、上曲線123のz座標値よりも約30%大きいz座標値を有する。これは初期の非対称性を曲線
に導入する。しかし、x軸に沿って3mm～18mmにおいて、上曲線123および下曲線124はいず
れもx軸からさらに12mm離れて延びる（すなわちΔzU = 19 - 7 = 12mmおよびΔzL = 21 -
 9 = 12mm)。また、x軸に沿って3mm～24mmにおいて、上曲線123および下曲線124はx軸か
らそれぞれさらに14mmおよび15mm離れて延び、これは10%未満の差である。言い換えれば
、x軸に沿って3mm～24mmにおいて、上曲線123および下曲線124の湾曲は略同一である。
【０１１０】
　やはり、上記で論じた表面113および114と同様に、上曲線および下曲線133および134を
、スプライン点の表として提示される曲線によって特徴づけることができる。表IIIは例
（1）の断面130の一組のスプライン点座標を示す。この表において、すべてのスプライン
点の座標は先端点112に対して規定される。zU座標は上曲線133に関連し、zL座標は下曲線
134に関連する。
【０１１１】
　（表ＩＩＩ）例（1）の断面130のスプライン点

【０１１２】
　あるいは、この例示的クラブヘッドについて上記で提示したベジエ式（1a）および（1b
）を使用することで、断面130の上曲線133のx座標およびz座標を以下のようにそれぞれ得
ることができる。
　xu = 3 (25) (1-t) t

2 + (48) t3　　式(133a)
　zu = 3 (10) (1-t)

2 t + 3 (21) (1-t) t2 + (18) t3　　式(133b)
　範囲: 0≦t≦1
したがって、この特定の曲線133について、x座標のベジエ制御点はPxu0 = 0、Pxu1 = 0、
Pxu2 = 25およびPxu3 = 48として規定され、z座標のベジエ制御点はPzu0 = 0、Pzu1 = 10
、Pzu2 = 21およびPzu3 = 18として規定された。
【０１１３】
　上記のように、この例示的クラブヘッドについてベジエ式（2a）および（2b）を使用す
ることで、断面130の下曲線134のx座標およびz座標を以下のようにそれぞれ得ることがで
きる。
　xL = 3 (12) (1-t) t

2 + (48) t3　　式(134a)
　zL = 3 (-10) (1-t)

2 t + 3 (-22) (1-t) t2 + (-29) t3　　式(134b)
　範囲: 0≦t≦1
したがって、この特定の曲線134について、x座標のベジエ制御点はPxL0 = 0、PxL1 = 0、
PxL2 = 12およびPxL3 = 48として規定され、z座標のベジエ制御点はPzL0 = 0、PzL1 = -1
0、PzL2 = -22およびPzL3 = -29として規定された。
【０１１４】
　断面130におけるこの例（1）の態様のデータの分析は、先端点112からx軸に沿って3mm
において、下のソール側曲線134が上のクラウン側曲線133のz座標値よりも約30%大きいz
座標値を有することを示す。これは初期の非対称性を曲線に導入する。x軸に沿って3mm～
18mmにおいて、上曲線133および下曲線134はx軸からそれぞれさらに9mmおよび12mm離れて
延びる。実際、x軸に沿って3mm～12mmにおいて、上曲線133および下曲線134はx軸からそ
れぞれさらに6mmおよび8mm離れて延び、これは10%を超える差である。言い換えれば、こ
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の例（1）の態様の上曲線133および下曲線134の湾曲は、対象となる範囲にわたって著し
く異なる。また、図31Aを見ることで、上曲線133が下曲線134よりも平らである（曲がり
が小さい）ことを認識できる。
【０１１５】
　さらに、断面110（すなわち中心線から90度に向く断面）の曲線を断面120（すなわち中
心線から70度に向く断面）の曲線と比較する場合、それらが非常に類似していることを認
識できる。具体的には、3mm、6mm、12mmおよび18mmのx座標において上曲線113のz座標の
値は上曲線123のz座標の値と同一であり、その後、上曲線113および123のz座標の値は互
いに10%未満乖離する。それぞれ断面110および120の下曲線114および124に関して、0mm～
48mmのx座標範囲にわたってz座標の値は互いに10%以下乖離し、下曲線124は下曲線114よ
りもわずかに小さい。断面110（すなわち中心線から90度に向く断面）の曲線を断面130（
すなわち中心線から45度に向く断面）の曲線と比較する場合、0mm～48mmのx座標範囲にわ
たって、断面130の下曲線134のz座標の値が断面110の下曲線114のz座標の値と、2mmまた
は3mmというほぼ一定の量で異なるということが認識できる。他方で、0mm～48mmのx座標
範囲にわたって、断面130の上曲線133のz座標の値と断面110の上曲線113のz座標の値との
差が増大するということが認識できる。言い換えれば、上曲線133の湾曲は上曲線113の湾
曲と著しく乖離し、上曲線133は上曲線113よりも著しく平らである。これは、図29Aの曲
線113と図31Aの曲線133とを比較することによっても認識されうる。
【０１１６】
例示的態様（2）
　第二の例において、図7～10に示すクラブヘッドの代表的態様を記述する。この第二の
例示的クラブヘッドは、約400ccを超える体積を伴って提供される。フェース高さは約56m
m～約60mmの範囲である。X0軸に平行な軸の周りの重心における慣性モーメントは約2600g
-cm2～約3000g-cm2の範囲である。Z0軸に平行な軸の周りの重心における慣性モーメント
は約4500g-cm2～約5200g-cm2の範囲である。クラブ幅対フェース長さ比は0.90以上である
。
【０１１７】
　さらに、この第二の例示的態様のクラブヘッドは約197g～約207gの範囲の重量を有しう
る。図32Aおよび32Bを再度参照すると、フェース長さは約122mm～約126mmの範囲でありう
るし、フェース面積は約3200mm2～約3800mm2の範囲でありうる。クラブヘッド幅は約112m
m～約116mmの範囲でありうる。X0方向の重心の場所は約28mm～約32mmの範囲でありうるし
、Y0方向の重心の場所は約17mm～約21mmの範囲でありうるし、Z0方向の重心の場所は約33
mm～約37mmの範囲でありうる（いずれもグラウンドゼロ地点から測定）。
【０１１８】
　この例（2）のクラブヘッドについて、表IVは断面110の上曲線および下曲線の一組の公
称スプライン点座標を示す。既に論じたように、いくつかの場合、これらの名目スプライ
ン点座標は±10%の範囲内で変動しうる。
【０１１９】
　（表ＩＶ）例（2）の断面110のスプライン点

【０１２０】
　あるいは、この例示的クラブヘッドについて上記で提示したベジエ式（1a）および（1b
）を使用することで、断面110の上曲線113のx座標およびz座標を以下のようにそれぞれ得
ることができる。
　xu = 3 (22) (1-t) t

2 + (48) t3　　式(213a)
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　zu = 3 (8) (1-t)
2 t + 3 (23) (1-t) t2 + (23) t3　　式(213b)

　範囲: 0≦t≦1
したがって、この特定の曲線113について、x座標のベジエ制御点はPxu0 = 0、Pxu1 = 0、
Pxu2 = 22およびPxu3 = 48として規定され、z座標のベジエ制御点はPzu0 = 0、Pzu1 = 8
、Pzu2 = 23およびPzu3 = 23として規定された。論じたように、いくつかの場合、これら
のz座標は±10%の範囲内で変動しうる。
【０１２１】
　同様に、この例示的クラブヘッドについてベジエ式（2a）および（2b）を使用すること
で、断面110の下曲線114のx座標およびz座標を以下のようにそれぞれ得ることができる。
　xL = 3 (18) (1-t) t

2 + (48) t3　　式(214a)
　zL = 3 (-12) (1-t)

2 t + 3 (-25) (1-t) t2 + (-33) t3　　式(214b)
　範囲: 0≦t≦1
したがって、この特定の曲線114について、x座標のベジエ制御点はPxL0 = 0、PxL1 = 0、
PxL2 = 18およびPxL3 = 48として規定され、z座標のベジエ制御点はPzL0 = 0、PzL1 = -1
2、PzL2 = -25およびPzL3 = -33として規定された。いくつかの場合、これらのz座標も±
10%の範囲内で変動しうる。
【０１２２】
　断面110におけるこの例（2）の態様のデータの検討から、先端点112からx軸に沿って3m
mにおいて、下曲線114が上曲線113のz座標値よりも50%大きいz座標値を有するということ
が理解できる。これは初期の非対称性を曲線に導入する。しかし、x軸に沿って3mm～24mm
において、上曲線113はx軸からさらに13mm離れて延び（すなわちΔzU = 19 - 6 = 13mm）
、下曲線114はx軸からさらに15mm離れて延びる（すなわちΔzL = 24 - 9 = 15mm）。また
、x軸に沿って3mm～36mmにおいて、上曲線113および下曲線114はx軸からそれぞれさらに1
6mmおよび21mm離れて延びる。言い換えれば、x軸に沿って3mm～36mmにおいて、上曲線113
は下曲線114よりも平らである。
【０１２３】
　ここで図30Aを参照すると、図29Aに関して上記で論じた曲線113および114と同様に、こ
の第二の例示的クラブヘッドの上曲線および下曲線123および124を、スプライン点の表と
して提示される曲線によって特徴づけることができる。表Vは例（2）の断面120の一組の
スプライン点座標を示す。この表において、スプライン点の座標は先端点112に対する値
として規定される。zU座標は上曲線123に関連し、zL座標は下曲線124に関連する。
【０１２４】
　（表Ｖ）例（2）の断面120のスプライン点

【０１２５】
　あるいは、この例示的クラブヘッドについて上記で提示したベジエ式（1a）および（1b
）を使用することで、断面120の上曲線123のx座標およびz座標を以下のようにそれぞれ得
ることができる。
　xu = 3 (28) (1-t) t

2 + (48) t3　　式(223a)
　zu = 3 (9) (1-t)

2 t + 3 (22) (1-t) t2 + (21) t3　　式(223b)
　範囲: 0≦t≦1
したがって、この特定の曲線123について、x座標のベジエ制御点がPxu0 = 0、Pxu1 = 0、
Pxu2 = 28およびPxu3 = 48として規定され、z座標のベジエ制御点がPzu0 = 0、Pzu1 = 9
、Pzu2 = 22およびPzu3 = 21として規定されたことが認識できる。
【０１２６】
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　上記のように、この例示的クラブヘッドについてベジエ式（2a）および（2b）を使用す
ることで、断面120の下曲線124のx座標およびz座標を以下のようにそれぞれ得ることがで
きる。
　xL = 3 (13) (1-t) t

2 + (48) t3　　式(224a)
　zL = 3 (-11) (1-t)

2 t + 3 (-22) (1-t) t2 + (-33) t3　　式(224b)
　範囲: 0≦t≦1
したがって、この特定の曲線124について、x座標のベジエ制御点はPxL0 = 0、PxL1 = 0、
PxL2 = 13およびPxL3 = 48として規定され、z座標のベジエ制御点はPzL0 = 0、PzL1 = -1
1、PzL2 = -22およびPzL3 = -33として規定された。
【０１２７】
　断面120では、先端点112からx軸に沿って3mmにおいて、下曲線124は、上曲線123のz座
標値よりも50%大きいz座標値を有する。これは初期の非対称性を曲線に導入する。しかし
、x軸に沿って3mm～24mmにおいて、上曲線123はx軸からさらに11mm離れて延び（すなわち
ΔzU = 17 - 6 = 11mm）、下曲線124はx軸からさらに15mm離れて延びる（すなわちΔzL =
 24 - 9 = 15mm）。また、x軸に沿って3mm～36mmにおいて、上曲線123および下曲線124は
x軸からそれぞれさらに14mmおよび20mm離れて延びる。言い換えれば、断面110の曲線と同
様に、x軸に沿って3mm～36mmにおいて、上曲線123は下曲線124よりも平らである。
【０１２８】
　上記で論じた表面113および114と同様に、上曲線および下曲線133および134を、スプラ
イン点の表として提示される曲線によって特徴づけることができる。表VIは例（2）の断
面130の一組のスプライン点座標を示す。この表において、すべてのスプライン点の座標
は先端点112に対して規定される。zU座標は上曲線133に関連し、zL座標は下曲線134に関
連する。
【０１２９】
　（表ＶＩ）例（2）の断面130のスプライン点

【０１３０】
　あるいは、この例示的クラブヘッドについて上記で提示したベジエ式（1a）および（1b
）を使用することで、断面130の上曲線133のx座標およびz座標を以下のようにそれぞれ得
ることができる。
　xu = 3 (26) (1-t) t

2 + (48) t3　　式(233a)
　zu = 3 (9) (1-t)

2 t + 3 (14) (1-t) t2 + (13) t3　　式(233b)
　範囲: 0≦t≦1
したがって、この特定の曲線133について、x座標のベジエ制御点はPxu0 = 0、Pxu1 = 0、
Pxu2 = 26およびPxu3 = 48として規定され、z座標のベジエ制御点はPzu0 = 0、Pzu1 = 9
、Pzu2 = 14およびPzu3 = 13として規定された。
【０１３１】
　上記のように、この例示的クラブヘッドについてベジエ式（2a）および（2b）を使用す
ることで、断面130の下曲線134のx座標およびz座標を以下のようにそれぞれ得ることがで
きる。
　xL = 3 (18) (1-t) t

2 + (48) t3　　式(234a)
　zL = 3 (-7) (1-t)

2 t + 3 (-23) (1-t) t2 + (-30) t3　　式(234b)
　範囲: 0≦t≦1
したがって、この特定の曲線134について、x座標のベジエ制御点はPxL0 = 0、PxL1 = 0、
PxL2 = 18およびPxL3 = 48として規定され、z座標のベジエ制御点はPzL0 = 0、PzL1 = -7
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、PzL2 = -23およびPzL3 = -30として規定された。
【０１３２】
　断面130では、先端点112からx軸に沿って3mmにおいて、下曲線134は、上曲線133のz座
標値よりもわずか20%大きいz座標値を有する。これは初期の非対称性を曲線に導入する。
x軸に沿って3mm～24mmにおいて、上曲線133はx軸からさらに7mm離れて延び（すなわちΔz

U = 12 - 5 = 7mm）、下曲線134はx軸からさらに15mm離れて延びる（すなわちΔzL = 21 
- 6 = 15mm）。また、x軸に沿って3mm～36mmにおいて、上曲線133および下曲線134はx軸
からそれぞれさらに8mmおよび20mm離れて延びる。言い換えれば、x軸に沿って3mm～36mm
において、上曲線133は下曲線134よりも著しく平らである。
【０１３３】
　さらに、この例（2）の態様において、断面110（すなわち中心線から90度に向く断面）
の曲線を断面120（すなわち中心線から70度に向く断面）の曲線と比較する場合、それら
が類似していることを認識できる。具体的には、上曲線113のz座標の値は、上曲線123のz
座標の値と約10%以下異なる。それぞれ断面110および120の下曲線114および124に関して
、0mm～48mmのx座標範囲にわたってz座標の値は互いに10%未満乖離し、下曲線124は下曲
線114よりもわずかに小さい。断面110（すなわち中心線から90度に向く断面）のこの例（
2）の態様の曲線を断面130（すなわち中心線から45度に向く断面）の曲線と比較する場合
、0mm～48mmのx座標範囲にわたって、断面130の下曲線134のz座標の値が断面110の下曲線
114のz座標の値と、3mmまたは4mmというほぼ一定の量で異なるということが認識できる。
他方で、0mm～48mmのx座標範囲にわたって、断面130の上曲線133のz座標の値と断面110の
上曲線113のz座標の値との差が着実に増大するということが認識できる。言い換えれば、
上曲線133の湾曲は上曲線113の湾曲と著しく乖離し、上曲線133は上曲線113よりも著しく
平らである。
【０１３４】
例示的態様（3）
　第三の例において、図15～20に示すクラブヘッドの代表的態様を記述する。この第三の
例示的クラブヘッドは、約400ccを超える体積を伴って提供される。フェース高さは約52m
m～約56mmの範囲である。X0軸に平行な軸の周りの重心における慣性モーメントは約2900g
-cm2～約3600g-cm2の範囲である。Z0軸に平行な軸の周りの重心における慣性モーメント
は約5000g-cm2を超える。クラブ幅対フェース長さ比は0.94以上である。
【０１３５】
　この第三の例示的クラブヘッドは、約200g～約210gの範囲でありうる重量を伴って提供
することもできる。図32Aおよび32Bを参照すると、フェース長さは約122mm～約126mmの範
囲でありうるし、フェース面積は約3300mm2～約3900mm2の範囲でありうる。クラブヘッド
幅は約115mm～約118mmの範囲でありうる。X0方向の重心の場所は約28mm～約32mmの範囲で
ありうるし、Y0方向の重心の場所は約16mm～約20mmの範囲でありうるし、Z0方向の重心の
場所は約29mm～約33mmの範囲でありうる（いずれもグラウンドゼロ地点から測定）。
【０１３６】
　この例（3）のクラブヘッドについて、表VIIは断面110の上曲線および下曲線の一組の
公称スプライン点座標を示す。既に論じたように、いくつかの場合、これらの名目スプラ
イン点座標は±10%の範囲内で変動しうる。
【０１３７】
　（表ＶＩＩ）例（3）の断面110のスプライン点

【０１３８】
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　あるいは、この例示的クラブヘッドについて上記で提示したベジエ式（1a）および（1b
）を使用することで、断面110の上曲線113のx座標およびz座標を以下のようにそれぞれ得
ることができる。
　xu = 3 (17) (1-t) t

2 + (48) t3　　式(313a)
　zu = 3 (5) (1-t)

2 t + 3 (12) (1-t) t2 + (11) t3　　式(313b)
　範囲: 0≦t≦1
したがって、この特定の曲線113について、x座標のベジエ制御点はPxu0 = 0、Pxu1 = 0、
Pxu2 = 17およびPxu3 = 48として規定され、z座標のベジエ制御点はPzu0 = 0、Pzu1 = 5
、Pzu2 = 12およびPzu3 = 11として規定された。論じたように、いくつかの場合、これら
のz座標は±10%の範囲内で変動しうる。
【０１３９】
　同様に、この例示的クラブヘッドについてベジエ式（2a）および（2b）を使用すること
で、断面110の下曲線114のx座標およびz座標を以下のようにそれぞれ得ることができる。
　xL = 3 (7) (1-t) t

2 + (48) t3　　式(314a)
　zL = 3 (-15) (1-t)

2 t + 3 (-32) (1-t) t2 + (-44) t3　　式(314b)
　範囲: 0≦t≦1
したがって、この特定の曲線114について、x座標のベジエ制御点はPxL0 = 0、PxL1 = 0、
PxL2 = 7およびPxL3 = 48として規定され、z座標のベジエ制御点はPzL0 = 0、PzL1 = -15
、PzL2 = -32およびPzL3 = -44として規定された。いくつかの場合、これらのz座標も±1
0%の範囲内で変動しうる。
【０１４０】
　断面110におけるこの例（3）の態様のデータの検討から、先端点112からx軸に沿って3m
mにおいて、下曲線114が上曲線113のz座標値よりも275%大きいz座標値を有するというこ
とが理解できる。これは初期の非対称性を曲線に導入する。x軸に沿って3mm～24mmにおい
て、上曲線113はx軸からさらに6mm離れて延び（すなわちΔzU = 10 - 4 = 6mm）、下曲線
114はx軸からさらに19mm離れて延びる（すなわちΔzL = 34 - 15 = 19mm）。また、x軸に
沿って3mm～36mmにおいて、上曲線113および下曲線114はx軸からそれぞれさらに7mmおよ
び25mm離れて延びる。言い換えれば、x軸に沿って3mm～36mmにおいて、上曲線113は下曲
線114よりも著しく平らである。
【０１４１】
　ここで図30Aを参照すると、図29Aに関して上記で論じた曲線113および114と同様に、こ
の第三の例示的クラブヘッドの上曲線および下曲線123および124を、スプライン点の表と
して提示される曲線によって特徴づけることができる。表VIIIは例（3）の断面120の一組
のスプライン点座標を示す。この表において、スプライン点の座標は先端点112に対する
値として規定される。zU座標は上曲線123に関連し、zL座標は下曲線124に関連する。
【０１４２】
　（表ＶＩＩＩ）例（3）の断面120のスプライン点

【０１４３】
　あるいは、この例（3）のクラブヘッドについて上記で提示したベジエ式（1a）および
（1b）を使用することで、断面120の上曲線123のx座標およびz座標を以下のようにそれぞ
れ得ることができる。
　xu = 3 (21) (1-t) t

2 + (48) t3　　式(323a)
　zu = 3 (5) (1-t)

2 t + 3 (7) (1-t) t2 + (7) t3　　式(323b)
　範囲: 0≦t≦1
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したがって、この特定の曲線123について、x座標のベジエ制御点がPxu0 = 0、Pxu1 = 0、
Pxu2 = 21およびPxu3 = 48として規定され、z座標のベジエ制御点がPzu0 = 0、Pzu1 = 5
、Pzu2 = 7およびPzu3 = 7として規定されたことが認識できる。
【０１４４】
　上記のように、この例示的クラブヘッドについてベジエ式（2a）および（2b）を使用す
ることで、断面120の下曲線124のx座標およびz座標を以下のようにそれぞれ得ることがで
きる。
　xL = 3 (13) (1-t) t

2 + (48) t3　　式(324a)
　zL = 3 (-18) (1-t)

2 t + 3 (-34) (1-t) t2 + (-43) t3　　式(324b)
　範囲: 0≦t≦1
したがって、この特定の曲線124について、x座標のベジエ制御点はPxL0 = 0、PxL1 = 0、
PxL2 = 13およびPxL3 = 48として規定され、z座標のベジエ制御点はPzL0 = 0、PzL1 = -1
8、PzL2 = -34およびPzL3 = -43として規定された。
【０１４５】
　例（3）の断面120では、先端点112からx軸に沿って3mmにおいて、下曲線124は、上曲線
123のz座標値よりも250%大きいz座標値を有する。これは初期の非対称性を曲線に導入す
る。x軸に沿って3mm～24mmにおいて、上曲線123はx軸からさらに3mm離れて延び（すなわ
ちΔzU = 7 - 4 = 3mm）、下曲線124はx軸からさらに20mm離れて延びる（すなわちΔzL =
 34 - 14 = 20mm）。また、x軸に沿って3mm～36mmにおいて、上曲線123および下曲線124
はx軸からそれぞれさらに3mmおよび25mm離れて延びる。言い換えれば、断面110の曲線と
同様に、x軸に沿って3mm～36mmにおいて、上曲線123は下曲線124よりも著しく平らである
。実際、24mm～48mmにおいて、上曲線123はx軸から一定の距離を維持し、一方、下曲線12
4はこの同一範囲にわたってさらに9mm乖離する。
【０１４６】
　上記で論じた表面113および114と同様に、上曲線および下曲線133および134を、スプラ
イン点の表として提示される曲線によって特徴づけることができる。表IXは例（3）の断
面130の一組のスプライン点座標を示す。この表において、すべてのスプライン点の座標
は先端点112に対して規定される。zU座標は上曲線133に関連し、zL座標は下曲線134に関
連する。
【０１４７】
　（表ＩＸ）例（3）の断面130のスプライン点

【０１４８】
　あるいは、この例示的クラブヘッドについて上記で提示したベジエ式（1a）および（1b
）を使用することで、断面130の上曲線133のx座標およびz座標を以下のようにそれぞれ得
ることができる。
　xu = 3 (5) (1-t) t

2 + (48) t3　　式(333a)
　zu = 3 (6) (1-t)

2 t + 3 (5) (1-t) t2 + (-2) t3　　式(333b)
　範囲: 0≦t≦1
したがって、この特定の曲線133について、x座標のベジエ制御点はPxu0 = 0、Pxu1 = 0、
Pxu2 = 5およびPxu3 = 48として規定され、z座標のベジエ制御点はPzu0 = 0、Pzu1 = 6、
Pzu2 = 5およびPzu3 = -2として規定された。
【０１４９】
　上記のように、この例（3）のクラブヘッドについてベジエ式（2a）および（2b）を使
用することで、断面130の下曲線134のx座標およびz座標を以下のようにそれぞれ得ること
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ができる。
　xL = 3 (18) (1-t) t

2 + (48) t3　　式(334a)
　zL = 3 (-15) (1-t)

2 t + 3 (-32) (1-t) t
2 + (-41) t3　　式(334b)

　範囲: 0≦t≦1
したがって、この特定の曲線134について、x座標のベジエ制御点はPxL0 = 0、PxL1 = 0、
PxL2 = 18およびPxL3 = 48として規定され、z座標のベジエ制御点はPzL0 = 0、PzL1 = -1
5、PzL2 = -32およびPzL3 = -41として規定された。
【０１５０】
　例（3）の断面130では、先端点112からx軸に沿って3mmにおいて、下曲線134は、上曲線
133のz座標値よりも175%大きいz座標値を有する。これは初期の非対称性を曲線に導入す
る。x軸に沿って3mm～24mmにおいて、上曲線133はx軸から-2mm離れて延びる（すなわちΔ
zU = 2 - 4 = -2mm）。言い換えれば、上曲線133はこの範囲にわたってx軸に実際に接近
した。他方、下曲線134はx軸からさらに19mm離れて延びる（すなわちΔzL = 30 - 11 = 1
9mm)。また、x軸に沿って3mm～36mmにおいて、上曲線133および下曲線134はx軸からそれ
ぞれさらに-4mmおよび26mm離れて延びる。言い換えれば、x軸に沿って3mm～36mmにおいて
、上曲線133は下曲線134よりも著しく平らである。
【０１５１】
　さらに、この例（3）の態様において、断面110（すなわち中心線から90度に向く断面）
の曲線を断面120（すなわち中心線から70度に向く断面）の曲線と比較する場合、上曲線
が著しく異なる一方で、下曲線が非常に類似していることを認識できる。具体的には、上
曲線113のz座標の値は、上曲線123のz座標の値と最大57%（上曲線123に対して）異なる。
上曲線123は、上曲線113よりも著しく平らである。それぞれ断面110および120の下曲線11
4および124に関して、0mm～48mmのx座標範囲にわたってz座標の値は互いに10%未満乖離し
、下曲線124は下曲線114よりもわずかに小さい。断面110（すなわち中心線から90度に向
く断面）のこの例（3）の態様の曲線を断面130（すなわち中心線から45度に向く断面）の
曲線と比較する場合、0mm～48mmのx座標範囲にわたって、断面130の下曲線134のz座標の
値が断面110の下曲線114のz座標の値と、3mmまたは4mmというほぼ一定の量で異なるとい
うことが認識できる。したがって、x軸に対して、0mm～48mmのx座標範囲にわたって、下
曲線134の湾曲は下曲線114の湾曲と略同一である。他方で、0mm～48mmのx座標範囲にわた
って、断面130の上曲線133のz座標の値と断面110の上曲線113のz座標の値との差が着実に
増大するということが認識できる。言い換えれば、上曲線133の湾曲は上曲線113の湾曲と
著しく乖離し、上曲線133は上曲線113よりも著しく平らである。
【０１５２】
例示的態様（4）
　第四の例において、図21～26に示すクラブヘッドの代表的態様を記述する。この第四の
例示的クラブヘッドは、約400ccを超える体積を伴って提供される。フェース高さは約58m
m～約63mmの範囲である。X0軸に平行な軸の周りの重心における慣性モーメントは約2800g
-cm2～約3300g-cm2の範囲である。Z0軸に平行な軸の周りの重心における慣性モーメント
は約4500g-cm2～約5200g-cm2の範囲である。クラブ幅対フェース長さ比は0.94以上である
。
【０１５３】
　さらに、この第四の例示的クラブヘッドは、約200g～約210gの範囲でありうる重量を伴
って提供される。図32Aおよび32Bを参照すると、フェース長さは約118mm～約122mmの範囲
でありうるし、フェース面積は約3900mm2～4500mm2の範囲でありうる。クラブヘッド幅は
約116mm～約118mmの範囲でありうる。X0方向の重心の場所は約28mm～約32mmの範囲であり
うるし、Y0方向の重心の場所は約15mm～約19mmの範囲でありうるし、Z0方向の重心の場所
は約29mm～約33mmの範囲でありうる（いずれもグラウンドゼロ地点から測定）。
【０１５４】
　この例（4）のクラブヘッドについて、表Xは断面110のヒール側の一組の公称スプライ
ン点座標を示す。これらのスプライン点座標は絶対値として示される。論じたように、い
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【０１５５】
　（表Ｘ）例（4）の断面110のスプライン点

【０１５６】
　あるいは、この例（4）のクラブヘッドについて上記で提示したベジエ式（1a）および
（1b）を使用することで、断面110の上曲線113のx座標およびz座標を以下のようにそれぞ
れ得ることができる。
　xu = 3 (31) (1-t) t

2 + (48) t3　　式(413a)
　zu = 3 (9) (1-t)

2 t + 3 (21) (1-t) t2 + (20) t3　　式(413b)
　範囲: 0≦t≦1
したがって、この特定の曲線113について、x座標のベジエ制御点はPxu0 = 0、Pxu1 = 0、
Pxu2 = 31およびPxu3 = 48として規定され、z座標のベジエ制御点はPzu0 = 0、Pzu1 = 9
、Pzu2 = 21およびPzu3 = 20として規定された。論じたように、いくつかの場合、これら
のz座標は±10%の範囲内で変動しうる。
【０１５７】
　同様に、この例示的クラブヘッドについてベジエ式（2a）および（2b）を使用すること
で、断面110の下曲線114のx座標およびz座標を以下のようにそれぞれ得ることができる。
　xL = 3 (30) (1-t) t

2 + (48) t3　　式(414a)
　zL = 3 (-17) (1-t)

2 t + 3 (-37) (1-t) t2 + (-40) t3　　式(414b)
　範囲: 0≦t≦1
したがって、この特定の曲線114について、x座標のベジエ制御点はPxL0 = 0、PxL1 = 0、
PxL2 = 30およびPxL3 = 48として規定され、z座標のベジエ制御点はPzL0 = 0、PzL1 = -1
7、PzL2 = -37およびPzL3 = -40として規定された。いくつかの場合、これらのz座標も±
10%の範囲内で変動しうる。
【０１５８】
　断面110におけるこの例（4）の態様のデータの検討から、先端点112からx軸に沿って3m
mにおいて、下曲線114が上曲線113のz座標値よりも100%大きいz座標値を有するというこ
とが理解できる。これは初期の非対称性を曲線に導入する。x軸に沿って3mm～24mmにおい
て、上曲線113はx軸からさらに11mm離れて延び（すなわちΔzU = 16 - 5 = 11mm）、下曲
線114はx軸からさらに20mm離れて延びる（すなわちΔzL = 30 - 10 = 20mm）。また、x軸
に沿って3mm～36mmにおいて、上曲線113および下曲線114はx軸からそれぞれさらに14mmお
よび26mm離れて延びる。言い換えれば、x軸に沿って3mm～36mmにおいて、上曲線113は下
曲線114よりも著しく平らである。
【０１５９】
　ここで図30Aを参照すると、図29Aに関して上記で論じた曲線113および114と同様に、こ
の第一の例示的クラブヘッドの上曲線および下曲線123および124を、スプライン点の表と
して提示される曲線によって特徴づけることができる。表XIは例（4）の断面120の一組の
スプライン点座標を示す。この表において、スプライン点の座標は先端点112に対して規
定される。zU座標は上曲線123に関連し、zL座標は下曲線124に関連する。
【０１６０】
　（表ＸＩ）例（4）の断面120のスプライン点
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【０１６１】
　あるいは、この例（4）のクラブヘッドについて上記で提示したベジエ式（1a）および
（1b）を使用することで、断面120の上曲線123のx座標およびz座標を以下のようにそれぞ
れ得ることができる。
　xu = 3 (25) (1-t) t

2 + (48) t3　　式(423a)
　zu = 3 (4) (1-t)

2 t + 3 (16) (1-t) t2 + (14) t3　　式(423b)
　範囲: 0≦t≦1
したがって、この特定の曲線123について、x座標のベジエ制御点がPxu0 = 0、Pxu1 = 0、
Pxu2 = 25およびPxu3 = 48として規定され、z座標のベジエ制御点がPzu0 = 0、Pzu1 = 4
、Pzu2 = 16およびPzu3 = 14として規定されたことが認識できる。
【０１６２】
　上記のように、この例示的クラブヘッドについてベジエ式（2a）および（2b）を使用す
ることで、断面120の下曲線124のx座標およびz座標を以下のようにそれぞれ得ることがで
きる。
　xL = 3 (26) (1-t) t

2 + (48) t3　　式(424a)
　zL = 3 (-18) (1-t)

2 t + 3 (-36) (1-t) t2 + (-41) t3　　式(424b)
　範囲: 0≦t≦1
したがって、この特定の曲線124について、x座標のベジエ制御点はPxL0 = 0、PxL1 = 0、
PxL2 = 26およびPxL3 = 48として規定され、z座標のベジエ制御点はPzL0 = 0、PzL1 = -1
8、PzL2 = -36およびPzL3 = -41として規定された。
【０１６３】
　例（4）の断面120では、先端点112からx軸に沿って3mmにおいて、下曲線124は、上曲線
123のz座標値よりも175%大きいz座標値を有する。これは初期の非対称性を曲線に導入す
る。x軸に沿って3mm～24mmにおいて、上曲線123はx軸からさらに8mm離れて延び（すなわ
ちΔzU = 12 - 4 = 8mm）、下曲線124はx軸からさらに20mm離れて延びる（すなわちΔzL 
= 31 - 11 = 20mm）。また、x軸に沿って3mm～36mmにおいて、上曲線123および下曲線124
はx軸からそれぞれさらに10mmおよび26mm離れて延びる。言い換えれば、断面110の曲線と
同様に、x軸に沿って3mm～36mmにおいて、上曲線123は下曲線124よりも著しく平らである
。
【０１６４】
　上記で論じた表面113および114と同様に、上曲線および下曲線133および134を、スプラ
イン点の表として提示される曲線によって特徴づけることができる。表XIIは例（4）の断
面130の一組のスプライン点座標を示す。この表において、すべてのスプライン点の座標
は先端点112に対して規定される。zU座標は上曲線133に関連し、zL座標は下曲線134に関
連する。
【０１６５】
　（表ＸＩＩ）例（4）の断面130のスプライン点

【０１６６】
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　あるいは、この例示的クラブヘッドについて上記で提示したベジエ式（1a）および（1b
）を使用することで、断面130の上曲線133のx座標およびz座標を以下のようにそれぞれ得
ることができる。
　xu = 3 (35) (1-t) t

2 + (48) t3　　式(433a)
　zu = 3 (6) (1-t)

2 t + 3 (9) (1-t) t2 + (5) t3　　式(433b)
　範囲: 0≦t≦1
したがって、この特定の曲線133について、x座標のベジエ制御点はPxu0 = 0、Pxu1 = 0、
Pxu2 = 35およびPxu3 = 48として規定され、z座標のベジエ制御点はPzu0 = 0、Pzu1 = 6
、Pzu2 = 9およびPzu3 = 5として規定された。
【０１６７】
　上記のように、この例（4）のクラブヘッドについてベジエ式（2a）および（2b）を使
用することで、断面130の下曲線134のx座標およびz座標を以下のようにそれぞれ得ること
ができる。
　xL = 3 (40) (1-t) t

2 + (48) t3　　式(434a)
　zL = 3 (-17) (1-t)

2 t + 3 (-35) (1-t) t2 + (-37) t3　　式(434b)
　範囲: 0≦t≦1
したがって、この特定の曲線134について、x座標のベジエ制御点はPxL0 = 0、PxL1 = 0、
PxL2 = 40およびPxL3 = 48として規定され、z座標のベジエ制御点はPzL0 = 0、PzL1 = -1
7、PzL2 = -35およびPzL3 = -37として規定された。
【０１６８】
　例（4）の断面130では、先端点112からx軸に沿って3mmにおいて、下曲線134は、上曲線
133のz座標値よりも100%大きいz座標値を有する。これは初期の非対称性を曲線に導入す
る。x軸に沿って3mm～24mmにおいて、上曲線133はx軸から3mm離れて延びる（すなわちΔz

U = 7 - 4 = 3mm）。下曲線134はx軸からさらに18mm離れて延びる（すなわちΔzL = 26 -
 8 = 18mm)。また、x軸に沿って3mm～36mmにおいて、上曲線133および下曲線134はx軸か
らそれぞれさらに3mmおよび24mm離れて延びる。言い換えれば、x軸に沿って3mm～36mmに
おいて、上曲線133は下曲線134よりも著しく平らである。
【０１６９】
　さらに、この例（4）の態様において、断面110（すなわち中心線から90度に向く断面）
の曲線を断面120（すなわち中心線から70度に向く断面）の曲線と比較する場合、上曲線
が著しく異なる一方で、下曲線が非常に類似していることを認識できる。具体的には、上
曲線113のz座標の値は、上曲線123のz座標の値と最大43%（上曲線123に対して）異なる。
上曲線123は、上曲線113よりも著しく平らである。それぞれ断面110および120の下曲線11
4および124に関して、0mm～48mmのx座標範囲にわたってz座標の値は互いに10%未満乖離し
、下曲線124は下曲線114よりもわずかに小さい。断面110（すなわち中心線から90度に向
く断面）のこの例（4）の態様の曲線を断面130（すなわち中心線から45度に向く断面）の
曲線と比較する場合、0mm～48mmのx座標範囲にわたって、断面130の下曲線134のz座標の
値が断面110の下曲線114のz座標の値と、2mm～4mmの範囲で異なるということが認識でき
る。したがって、例（4）の態様において、下曲線134の湾曲は下曲線114の湾曲と多少異
なる。他方で、0mm～48mmのx座標範囲にわたって、断面130の上曲線133のz座標の値と断
面110の上曲線113のz座標の値との差が1mmの差から15mmの差に着実に増大するということ
が認識できる。言い換えれば、上曲線133の湾曲は上曲線113の湾曲と著しく乖離し、上曲
線133は上曲線113よりも著しく平らである。
【０１７０】
　本開示の利益を前提とした場合、断面110、120、130と同様に均整化される流線形領域1
00が、表I～XIIによって規定される特定の断面110、120、130と同一の抗力減少の利益を
実現するということは、当業者には明らかであろう。したがって、表I～XIIに提示される
断面110、120、130は、様々なサイズのクラブヘッドを収容するように拡大または縮小さ
れうる。さらには、本開示の利益を前提とした場合、表I～XIIによって規定される上曲線
および下曲線と実質的に一致する上曲線および下曲線を有する流線形領域100も、表I～XI
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Iに提示される特定の上曲線および下曲線と同一の抗力減少の利益を概して実現するとい
うことは、当業者には明らかであろう。したがって、例えばz座標値は、表I～XIIに提示
されるz座標値と最大±5%、最大±10%、さらにはいくつかの場合では最大±15%異なりう
る。
【０１７１】
　ゴルフクラブ10の例示的態様を図33～図36に示す。これらの図のゴルフクラブはドライ
バである。特定の態様において、ゴルフクラブヘッドは、400cc以上の体積、420cc以上の
体積、さらには440cc以上の体積を有しうる。さらに、クラブヘッドは、0.90以上、0.92
以上、さらには0.94以上のクラブ幅対フェース長さ比を有しうる。別の態様において、ゴ
ルフクラブヘッドはわずか380ccまたはそれを超える体積を有しうる。さらに、クラブヘ
ッドはわずか0.88またはそれを超えるクラブ幅対フェース長さ比を有しうる。
【０１７２】
　これらの図の例示的構造において、クラブヘッド14は、公知の様式でホーゼル16におい
てシャフト12が取り付けられたボディ部材15を含む。ボディ部材15は、複数の部分、領域
または表面をさらに含む。この例示的ボディ部材15は、打球面17、クラウン18、トウ20、
背面22、ヒール24、ホーゼル領域26およびソール28を含む。ホーゼル領域26は、打球面17
、ヒール24、クラウン18およびソール28の交点に概して位置している。既に詳細に論じた
ように、クラブヘッド14のヒール24は、翼形の先導表面として一般に形づくられる表面25
、すなわち翼形状表面25を有しうる。以下でさらに詳細に説明するように、クラウンは、
上から見た場合に比較的丸い後側縁部の輪郭を有しうるものであり、ソールは、下から見
た場合に比較的四角い後側縁部の輪郭を有しうる。
【０１７３】
　図33に最もよく示すように、打球面17の周囲は面取り領域17cを含みうる。面取り領域1
7cは、面17の概して平面状のまたはわずかに曲線状の打撃面からクラウン18、ソール28、
ヒール24および／またはトウ20への円滑な移行部を与える。面取り領域17cは、衝突の瞬
間のクラブヘッド弾道方向T0に平行な方向にクラブヘッド14の上を流れる空気に対して空
気力学的に形づくられた表面を提示する。
【０１７４】
　図34および図35に示すように、クラウン18は縁部19を有しうる。縁部19はトウ側縁部19
a、後側縁部19bおよびヒール側縁部19cを含みうる。図34を参照すると、トウ側縁部19aは
、クラブヘッド14の前方部分からクラブヘッド14の後方部分へT0方向に対してわずかな角
度で、概して直線状に延びるものとして示される。後側縁部19bは、トウ側縁部からヒー
ル側縁部19cへ概して平滑な凸形の湾曲を伴って延びるものとして示される。非限定的な
例として、後側縁部19bの少なくとも大部分は、上からまたは垂直視野から見た場合に概
して円状、楕円状または放物線状の輪郭を有しうる。また、後側縁部19の輪郭は、高次方
程式により表すことができる。後側縁部19bは、T0方向で所望の接触点17aと整列する打球
面17からの最大距離を有しうる。ヒール側縁部19cは、クラブヘッド14の後方部分からホ
ーゼル領域26の後方部分へ延びるものとして示される。特定の局面にしたがって、ヒール
側縁部19cは、ホーゼル領域26から離れた周囲表面と視覚的に区別不能になることがある
。これは例えば、クラウン18に円滑かつ徐々に移行する翼形状表面25をヒール24が含む場
合に起こる。
【０１７５】
　後側縁部19bからトウ側縁部19aまたはヒール側縁部19cへの移行部は、上から見た場合
に円滑かつ緩やかであってもよく、あるいは、この移行部はより急峻であってもよい。例
えば、図34に示すように、後側縁部19bからトウ側縁部19aへの移行部は、上から見た場合
に角を有する移行輪郭を形成する。後側縁部19bからヒール側縁部19cへの移行部は、上か
ら見た場合に、後側縁部19bを規定する凸形湾曲の一般に延長である移行輪郭を形成する
。あるいは、これらの移行部はいずれも、角のより急峻な移行部として、または合流した
湾曲のより緩やかな移行部として形成される可能性がある。
【０１７６】



(37) JP 5827243 B2 2015.12.2

10

20

30

40

50

　さらに、水平視野から見た場合に、クラウン18の縁部19は、概して水平なクラウン面か
ら、概して垂直なトウ面、後面またはヒール面への顕著な移行部を与えうる。「尖鋭な移
行部」は、表面の向きにおける90°を超える変化を有する移行部として規定することがで
き、すなわち、トウ面、後面またはヒール面は切り込み面であり、クラウン18の縁部19は
切り込み面を超えて突出する。「急峻な移行部」は、比較的短い距離にわたって表面の向
きにおける約70°～90°の変化を有するものとして定義することができる。急峻な移行部
に関して言い換えると、クラウン面からトウ面、背面またはヒール面への移行部は一般に
角を形成する。「緩やかな移行部」は、比較的長い距離にわたって円滑に変化する表面の
向きを有するものとして定義することができる。したがって、図33を参照すると、クラウ
ン18のトウ側縁部19aは、クラウン18の概して水平な表面から、クラウン18に切り込まれ
るトウの表面への尖鋭な移行部の一例を示す。図35を参照すると、クラウン18の後側縁部
19bは、クラウン18の本質的に水平な表面から背面22の本質的に垂直な表面への比較的急
峻な移行部の一例を示す。クラウン18の縁部19における緩やかな移行部の一例は、ホーゼ
ル領域26内のヒール側縁部19cにより例示され、ここでクラウン18はヒール24に円滑かつ
徐々に移行する。
【０１７７】
　図35および図36に最もよく示すように、ソール28は縁部129を有しうる。ソール28の縁
部129はトウ側縁部129a、後側縁部129bおよびヒール側縁部129cを含みうる。図34に示さ
れる例示的構造において、トウ側縁部129aおよびヒール側縁部129cはそれぞれ、クラブヘ
ッド14の前方部分からクラブヘッド14の後方部分へT0方向に対してわずかな角度で、概し
て直線状に延びるものとして示される。後側縁部129bは、トウ側縁部129aからヒール側縁
部129cへ、衝突の瞬間のクラブヘッド弾道方向T0に概して垂直な方向に延びるものとして
示される。
【０１７８】
　特定の局面にしたがって、ソール28の後側縁部129bと、後側縁部129bからヒール側縁部
129cおよびトウ側縁部129aへの移行領域とは、上から見た場合に概して方形の輪郭を形成
しうる。この特定の態様において、後側縁部129bにはなだらかな複合湾曲が設けられ、す
なわち、後側縁部129bは中心領域内でわずかに凸形であり、中心領域のいずれかの側面に
向かってわずかに凹形である。図34に最もよく示すように、後側縁部129bがトウ側縁部12
9aに接合される場合、角が形成される。同様に、後側縁部129bがヒール側縁部129cに接合
される場合、別の角が形成される。当業者が認識するように、本開示の利点を前提として
、後側縁部129bは、事実上曲線状（直線状であることさえ含む）であってもよく、後側縁
部129bからヒール側縁部129cおよび／またはトウ側縁部129aへの移行部は、90°の角であ
る必要はないが、事実上緩やかであってもよい。クラウン18の後側縁部19bと同様に、ソ
ール28の後側縁部129bは、T0方向で所望の接触点17aと整列する打球面17からの最大距離
を有しうる。
【０１７９】
　クラウン18の縁部19とトウ面、ヒール面または背面との間の移行部と同様に、ソール28
の縁部129からトウ面、ヒール面または背面への移行部を、尖鋭な移行部、急峻な移行部
または緩やかな移行部として与えることができる。例えば、図35を参照すると、ソール28
の後側縁部129bは、ソール28の概して水平な表面から背面22の概して水平でかつ対向する
表面122への尖鋭な移行部の一例を示す。図36において最もよくわかるように、ヒール24
の最も後方の部分に沿ったヒール側縁部129cにおけるヒール24からソール28への移行部は
、急峻でほぼ90°の移行部の一例を示す。ホーゼル領域に近いヒール24のより前方の部分
に沿ったヒール24からソール28への移行部は、はるかに緩やかな移行部を示す。いくつか
の局面にしたがって、ヒール側縁部129cのこの前方部分は、周囲表面と視覚的に区別不能
になることがある。これは例えば、ソール28に円滑かつ徐々に移行する翼形状表面25をヒ
ール24が含む場合に起こる。図33に最もよく示すように、トウ側縁部129aにおけるトウ20
からソール28への移行部は、非常に緩やかな移行部の一例を示す。
【０１８０】
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　特定の態様にしたがって、かつ図33および図36に最もよく示すように、ソール28はディ
フューザ36を含みうる。ディフューザ36は、ホーゼル領域26近傍からトウ20に向かって延
びうる。さらに、ディフューザ36の断面積は、ディフューザ36がホーゼル領域26から離れ
て延びるに従って徐々に増大しうる。この特定の例示的構成において、ディフューザ36の
深さddは略一定にとどまり、一方、ディフューザ36の側面36aから側面36bまで測定される
ディフューザ36の幅wdは、ディフューザ36がホーゼル領域26から離れて延びるに従って徐
々に増大する。ホーゼル領域26からトウ20に向かって流れる気流中で増大する任意の逆圧
力勾配は、ディフューザ36の断面積の増大によって緩和されることが予想される。したが
って、ソール28の上を流れる空気の層流レジームから乱流レジームへの移行がいくらか遅
れ、さらには完全に無くなることが予想される。特定の構成において、ソール28は複数の
ディフューザを含みうる。
【０１８１】
　一つまたは複数のディフューザ36は、ダウンスイングストロークの少なくともいくらか
の部分の間に、特にクラブヘッド14がヨー軸の周りを回転する際に、抗力を緩和するよう
に向けられることがある。したがって、特定の構成においては、ディフューザ36は、ホー
ゼル領域26および／またはヒール24がスイングを先導する際に気流を拡散する（すなわち
逆圧力勾配を減少させる）ように向けられてもよい。ディフューザ36の向きは、ディフュ
ーザ36の側面36a、36bの間の中心線を見いだすこと、および曲線状の中心線の場合では最
小二乗適合を使用して対応する直線を決定することにより決定することができる。図33お
よび図36の構成において、ディフューザ36は、衝突の瞬間のクラブヘッド弾道方向T0に平
行な方向から約60°の角度に向く。ディフューザ36は、方向T0に平行な方向から約10°～
約80°の範囲の角度に向けられることがある。場合によって、ディフューザ36は、方向T0
に平行な方向から約20°～約70°、または約30°～約70°、または約40°～約70°、さら
には約45°～約65°の範囲の角度に向けられることがある。特定の構成において、ディフ
ューザ36はホーゼル領域26からトウ20および／または背面22に向かって延びうる。他の構
成において、ディフューザ36はヒール24からトウ20および／または背面22に向かって延び
うる。
【０１８２】
　ディフューザ36の側面36a、36bの一方または両方は曲線状でありうる。特に、図36にお
いて最もよくわかるように、特定の構成において、ディフューザ36がホーゼル領域26から
離れて延びるに従って、側面36a、36bは背面22に向かって同一の一般的方向に曲がりうる
。ディフューザ36のこの湾曲は、より大きなヨー角範囲にわたって層流から乱流への気流
の移行を遅延させるディフューザの能力を強化しうる。他の構成において、ディフューザ
36の側面36a、36bはまっすぐでありうる。場合によって、一方または両方の側面36a、36b
はディフューザ36の中心から離れて曲がりうるものであり、これによりディフューザ36は
、ホーゼル領域26から離れて延びるに従って広がる。
【０１８３】
　場合によって、ディフューザ36の深さddは変動しうる。例えば、深さddは、ディフュー
ザがホーゼル領域26から離れて延びるに従って線形に増大しうる。別の例として、深さdd
は、ディフューザがホーゼル領域26から離れて延びるに従って非線形に増大しうる。さら
には、ディフューザ36の深さddは、ディフューザ36の幅wdに沿って一定である必要はない
。例えば、深さddは、ディフューザ36の中心区域内で最大であってもよく、側面36a、36b
に近い場所でより小さくてもよい。
【０１８４】
　ディフューザ36は、羽根32を含みうるものであり、羽根32は、ディフューザ36の側面36
aおよび36bの間の略中心にあり、ホーゼル領域26からトウ20へ延びる。図33および図36の
例示的構造において、ディフューザ36の下面から上方に突出する羽根32は、いずれかの端
部において先細りになり、ディフューザ36の下面と円滑かつ徐々に合流する。羽根32は、
ディフューザ36の深さdd以下の最大高さhvを有しうるものであり、これにより羽根32はソ
ール28の底面を超えて延びない。特定の構成において、ディフューザ36は複数の羽根を含
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みうる。他の構成において、ディフューザは羽根を含む必要はない。さらには、羽根32は
、ごく部分的にディフューザ36の長さに沿って延びうる。
【０１８５】
　図33において最もよくわかるように、ディフューザ36はトウ領域内に延びうる。さらに
は、図33に示すように、ディフューザ36はクラウン18のトウ側縁部19aに至るまで延びう
る。ディフューザ36がクラウン18のトウ側縁部19aに向かって上方に延びるに従って、深
さddおよび／または幅wdは徐々に減少しうる。この例示的構造において、羽根32は、トウ
領域内にかつトウ側縁部19aに向かって上方に延びるものとしても示される。
【０１８６】
　図34に最もよく示すように、クラブヘッド14はさらなる抗力減少構造を含みうる。特に
、ホーゼル領域26はクラウン－ホーゼルフェアリング26aを含みうる。クラウン－ホーゼ
ルフェアリング26aは、ホーゼル16からクラウン18への先細り状の移行部を形成しうる。
クラウン－ホーゼルフェアリング26aは、クラウン18の上での平滑な層流気流の維持を支
援することが予想される。図34の例示的構造にしたがって、クラウン－ホーゼルフェアリ
ング26aは、比較的長くかつ狭いことがあり、クラウン18上に延びうる。そのような比較
的長くかつ狭いクラウン－ホーゼルフェアリング26aの縦方向の延長は、衝突の瞬間のク
ラブヘッド弾道方向T0に平行な方向から反時計回りの角度βに向きうる。非限定的な例と
して、角度βは約10°～約80°の範囲でありうる。他の態様にしたがって、角度βは約15
°～約60°、約20°～約55°、約25°～約40°、さらには約30°～約45°の範囲でありう
る。さらに、図34の例示的構造にしたがって、クラウン－ホーゼルフェアリング26aは、
ホーゼル16からクラウン18を約3分の1～約半分横切った地点まで延びうるものであり、そ
の地点でクラウン－ホーゼルフェアリング26aはクラウン18の表面に本質的に円滑に合流
しうる。
【０１８７】
　図35に最もよく示すように、背面22は「カムバック特徴」23を含みうる。この特定の態
様において、カムバック特徴23は、クラウン18のなだらかな曲線状で概して水平な表面か
ら、比較的に急峻にはじまる背面23aを含む。背面23aは概して垂直な表面でありうる。さ
らに、背面23aは、クラウン18からソール28に向かって延びるに従って（すなわちクラブ
ヘッドのヒール側から見た場合に）、比較的まっすぐな輪郭を有しうる。さらに、背面23
aは、クラブヘッド14の背面22の周りに延びるに従って（すなわち上から見た場合に）、
凸形の輪郭を有しうる。
【０１８８】
　やはり図35に最もよく示すように、背面22は、後方に向けて先細り状になる突起122も
含みうる。この例示的構造にしたがって、先細り状の突起122は、背面22の下部分に沿っ
てヒール24からトウ20へ延びる。背面23aの下縁から後方に延びる先細り状の突起122の上
面が示される。図36に最もよく示すように、先細り状の突起122の下面は、ソール28の平
滑な連続部として示される。先細り状の突起122の上面および下面は、クラブヘッド14の
後縁129bに沿って一体となる。この特定の態様にしたがって、後方に向けて先細り状にな
る突起122の上面および下面はいずれも、クラブヘッド14の側面から見た場合に概して凸
形の表面を伴って形成される。あるいは、上面および下面の一方または他方は、側面から
見た場合に概して平面状でありうるか、またはわずかに凹形でさえありうる。先細り状の
突起の上面は、カムバック特徴23の背後でクラブヘッド14から引き離された空気がこの上
面を流れて過ぎる際にクラブヘッド14に再び付着することを可能にしうると予想されうる
。
【０１８９】
　図35および図36に最もよく示すように、この例示的構造にしたがって、先細り状の突起
122は、概して方形の突起として設けられてもよく、すなわち、後縁129bがヒール24およ
び／またはトウ20と相接するその端部は、上または下から見た場合に、ヒール24および／
またはトウ20と徐々に接合される際に、丸みを帯びてもいなければ先細り状でもない。む
しろ、先細り状の突起122は、上（または下）から見た場合に、概して正方形の角（また
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は図34に示すように、わずかに肥大さえした鋭角の角）を形成する。先細り状の突起122
のヒール側および／またはトウ側の角のこの方形化が、ヒール24および／またはトウ20に
隣接した気流中での乱流の発生を阻止しうるものであり、それにより、層流が維持される
か、または乱流が先細り状の突起122の先細り状の表面に再び付着する（気流が概して打
球面17から背面22へ向いている場合）ということが予想されうる。
【０１９０】
　先細り状の突起122は、クラウン18を超えて後方に延びうる。言い換えれば、クラブが6
0度ライ角位置にある際に、先細り状の突起122は、上から見た場合にクラウン18を超えて
延びうる。例えば、図34においてわかるように、突起122のトウ側角および／またはヒー
ル側角は、クラウン18の縁部19を超えて延びうる。さらに、図示されてはいないが、先細
り状の突起122の中心部分も、クラウンの後側縁部19bを超えて延びうる。いくつかの局面
にしたがって、クラウン18の最大範囲と先細り状の突起122の最大範囲との間の距離（T0
方向と平行に測定）は、±5mm以下でありうる。
【０１９１】
　さらには、図35および図36の例示的構造に最もよく示すように、先細り状の突起122が
ヒール24と相接する場合、移行部は急峻な移行部であると考えられる。例えば、先細り状
の突起122の表面の向きは、ヒール24の表面の向きに対して約70°～90°でありうる。さ
らに、先細り状の突起122がトウ20と相接する場合、移行部はやはり急峻な移行部として
形成されうる。場合によって、これらの移行部の一方または両方は、急峻というよりむし
ろ丸みを帯びたものであってもよい。
【０１９２】
　図37～図44は、さらなる態様のゴルフクラブヘッド14の別の例示的構成を示す。上記の
ように、特定の態様において、ゴルフクラブヘッドは、400cc以上の体積、420cc以上の体
積、さらには440cc以上の体積を有しうる。さらに、クラブヘッドは、0.90以上、0.92以
上、さらには0.94以上のクラブ幅対フェース長さ比を有しうる。別の態様において、ゴル
フクラブヘッドはわずか380ccまたはそれを超える体積を有しうる。さらに、クラブヘッ
ドはわずか0.88またはそれを超えるクラブ幅対フェース長さ比を有しうる。
【０１９３】
　この特定の態様において、ゴルフクラブヘッド14は、打球面17の面取り領域17c、ディ
フューザ36、クラウン－ホーゼルフェアリング26a、カムバック特徴23および後方に向け
て先細り状になる突起122を含む。例えば、図41および図42はクラウン－ホーゼルフェア
リング26bを示し、これはホーゼル16からクラウン18および打球面17へのホーゼル領域26
内での平滑な移行部を示す。この特定の構成において、クラウン－ホーゼルフェアリング
26bは、クラウン18および打球面17と接線方向に合流しホーゼル16から比較的距離の短い
スカートとして設けられる。さらに、図33～図36のクラウン－ホーゼルフェアリング26a
に比べて、図37～図44のホーゼルフェアリング26bは細長くない。
【０１９４】
　図39、図41および図42は、クラウン18の後側縁部19bが、緩やかに丸みを帯びたわずか
に非対称の弧を有することをさらに示す。本明細書において使用される語「丸みを帯びた
」は、円弧に限定されず、むしろ「尖鋭な角張った」との対照で「なだらかな曲線状であ
る」ことを意味する。図42に最もよく示すように、ソール28の後側縁部129bがクラウン18
を超えて後方に突出することで、先細り状の突起122がヒール24と相接する角および先細
り状の突起122がトウ20と相接する角が形成される。この構成における角は、ヒール側お
よびトウ側からなだらかに曲がっているが、後方向には多少鋭く尖っている。言い換えれ
ば、上から見たヒールおよびトウの輪郭は、先細り状の突起122のそれぞれの角に近づく
に従ってわずかに凸形になり、一方、先細り状の突起122の後側縁部129bはこの角に近づ
くに従ってわずかに凹形の輪郭を有する。
【０１９５】
　別の例として、図43および図44は、クラブヘッド14のソール28上に位置するディフュー
ザ36を示す。ディフューザ36は、ホーゼル領域26の近傍から一般に延び、ソール28を横切
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向から約65°の角度でトウ20と背面22との交点に向かって一般に延びるものとして示され
る。T0方向から約75°の角度に沿って一般に延びる側面36bは、ディフューザ36がソール2
8からトウ20へと移行する際に、背面22に向かってわずかな湾曲を含んでもよく、あるい
は、それは概してまっすぐであってもよい。この例示的構造において、ディフューザ36は
T0方向から約70°の角度で延びる。ディフューザ36の深さddは略一定である。
【０１９６】
　また、図40、図41および図44は、ソール28から上方にかつトウ20を横切ってクラウン18
のトウ側縁部19aへとディフューザ36が延びていることを示す。この態様において、トウ2
0内でのディフューザ36の深さddは本質的に一定である。さらに、この特定の態様におい
て、トウ20内でのディフューザ36の幅wdは本質的に一定である。
【０１９７】
　図33～図36に示すクラブヘッド14の例示的構成と同様に、図37～図44のクラブヘッド14
の例示的構成におけるディフューザ36は羽根32を含む。
【０１９８】
　図38～図40は、まっすぐ下方に延びるというよりむしろクラウン18に切り込む、背面22
に位置するカムバック特徴23を示す。したがって、この態様において、クラウン18から背
面22への移行部は、クラウン18の後側縁部19bにおける尖鋭な移行部であると考えること
ができる。さらに、図38において、後方に向けて先細り状になる突起122の上面が概して
凹面の表面を伴って形成され、一方、先細り状の突起122の下面がソール28の概して凸面
の延伸であるということがわかる。また、図38～図40は、この例示的態様のカムバック特
徴23がヒール22の後方部分から背面22を横切って延びることを示す。ヒール24において、
カムバック特徴23の端部は先細り状の形状を有し（図38参照）、一方、トウ20と相接する
カムバック特徴23の他端は鈍角で急峻な状態の形状を有する（図39および図40参照）。
【０１９９】
　ユーザーのバックスイングの終わりからダウンスイングを経てボール衝突場所へ至るユ
ーザーのゴルフスイングの間のクラブヘッドに対する抗力を減少させるために、抗力減少
構造、例えばヒール24の少なくとも一部分上の翼形状表面25、打球面17の面取り領域17c
、ディフューザ36、クラウン－ホーゼルフェアリング26a、26b、カムバック構造23、およ
び／または後方に向けて先細り状になる突起122がクラブヘッド14上に設けられる。具体
的には、主にクラブヘッド14のヒール24および／またはホーゼル領域26が一般にスイング
を先導する際にクラブヘッド14に対する抗力を減少させるために、翼形状表面25、ディフ
ューザ36、およびクラウン－ホーゼルフェアリング26a、26bを設けることができる。面取
り領域17c、カムバック構造23、および先細り状の突起122は、主に打球面17が一般にスイ
ングを先導する際にクラブヘッド14に対する抗力を減少させるために設けることができる
。
【０２００】
　様々な態様の基本的な新規特徴を示し、説明し、指摘してきたが、例示される装置の形
態および詳細ならびにそれらの操作の様々な省略、置換および変更を、当業者が本発明の
真意および範囲を逸脱することなく行うことができると理解されよう。例えば、ゴルフク
ラブヘッドは任意のドライバ、ウッドなどでありうる。さらに、同一の結果を実現するた
めに実質的に同一の機能を実質的に同一の方法で行う要素のすべての組み合わせが本発明
の範囲内であることが明確に意図されている。記載される一つの態様から別の態様への要
素の置換も完全に意図および想定される。したがって、本明細書に添付される特許請求の
範囲の範囲による指示によってのみ限定されることが意図される。
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